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【
要
旨
】

　

忽
那
諸
島
調
査
か
ら
、
瀬
戸
内
海
の
離
島
、
と
く
に
中
島
を
対
象
と
し
て
、
愛
媛
中
島
ミ
カ
ン
史
を
述
べ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
瀬
戸
内
海

の
島
々
に
広
が
っ
た
ミ
カ
ン
作
の
盛
衰
を
通
し
て
、
島
の
人
び
と
の
暮
ら
し
の
変
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
①
中
島

ミ
カ
ン
の
導
入
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
の
か
、
②
忽
那
諸
島
の
中
島
ミ
カ
ン
発
展
と
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
市
場
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
③
ミ
カ
ン
は
忽
那
諸
島
の
島
々
、
中
島
町
の
経
済
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
、
の
三
つ
の
課
題
を
設
定
す
る
。

　

第
一
の
中
島
ミ
カ
ン
導
入
は
和
歌
山
有
田
の
温
州
ミ
カ
ン
の
伝
来
、
広
島
か
ら
の
伝
来
、
そ
し
て
中
島
在
来
の
温
州
ミ
カ
ン
を
基
礎
と
し
て

他
な
ど
、
多
様
な
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。
現
在
の
中
島
温
州
ミ
カ
ン
の
導
入
の
通
説
は
、
大
浦
の
森
田
六
太
郎

に
よ
る
も
の
で
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
と
移
植
年
に
違
い
が
あ
る
が
、
和
歌
山
県
有
田
か
ら
の
苗
木
の

導
入
で
あ
る
。

　

第
二
の
忽
那
諸
島
と
ミ
カ
ン
と
瀬
戸
内
海
の
関
係
は
、
中
世
、
近
世
以
来
の
水
軍
と
水
運
を
前
提
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
、
と
り
わ
け
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
頭
、
す
な
わ
ち
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
ミ
カ
ン
の
飛
躍
的
発
展
の
時
期
に
、
忽
那
諸
島

か
ら
ミ
カ
ン
船
で
阪
神
市
場
に
ミ
カ
ン
が
売
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
、
満
洲
市
場
へ
と
海
を
通
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
瀬
戸
内
海
の
水
運
を
考
え
な
け
れ
ば
中
島
ミ
カ
ン
、
島
ミ
カ
ン
の
今
日
の
隆
盛
は
理
解
で
き
な
い
。

　

第
三
の
ミ
カ
ン
と
忽
那
諸
島
の
経
済
構
造
の
変
化
で
あ
る
が
、
戦
後
高
度
成
長
に
よ
る
阪
神
、
京
浜
市
場
向
け
の
大
衆
消
費
は
中
島
ミ
カ
ン

の
爆
発
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
結
果
島
の
経
済
構
造
は
完
全
に
ミ
カ
ン
専
業
化
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
一
元
化
し
た
。
こ
れ
を
ミ
カ
ン
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
と
表
現
し
た
が
中
島
町
の
経
済
構
造
の
変
化
は
愛
媛
県
で
も
っ
と
も
典
型
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　
中
島
ミ
カ
ン
、
ミ
カ
ン
船
、
温
州
ミ
カ
ン
、
中
島
青
果
組
合
連
合
会
、
忽
那
諸
島

森
　
武
麿

忽
那
諸
島
の
蜜
柑
史
　

―
　

中
島
ミ
カ
ン
の
近
現
代
史
　

―
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沿
岸
に
至
る
、
日
当
た
り
良
い
海
辺
の
傾
斜
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
日
本
ミ
カ
ン
ラ
イ
ン
と
呼
ぶ
。
ま
さ
に
ミ
カ
ン
と
海
は
切
っ
て
も
き
れ
な
い
関

係
に
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
九
月
と
二
〇
一
〇
年
三
月
の
二
回
、
二
神
島
を
常
民
研
究
所
の
共
同

調
査
で
訪
ね
た
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
九
月
の
第
三
回
調
査
で
、
二
神
島
の
隣
、
中

島
を
訪
ね
た
。
中
島
は
忽
那
諸
島
の
中
心
に
位
置
す
る
島
で
、
諸
島
の
な
か
の
最
大

の
島
、
ま
さ
に
真
ん
中
の
島
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
島
が
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン

の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
中
心
地
で
あ
っ
た
。
中
島
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
と
い
う
の
は
、

現
在
の
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
農
協
中
島
支
所
の
前
に
あ
る
島
田
茂
一
郎
の
碑
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
日
露
戦
後
か
ら
中
島
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
が
忽
那
諸
島
に
広
が
り
、「
島

ミ
カ
ン
」
と
し
て
普
及
し
て
い
く
。
中
島
ミ
カ
ン
が
隆
盛
を
極
め
る
の
は
、
戦
後
の

高
度
成
長
に
よ
る
大
衆
消
費
社
会
の
成
立
に
よ
る
。

　

網
野
が
二
回
目
に
訪
ね
た
一
九
六
五
年
は
、
忽
那
諸
島
の
各
島
の
農
協
が
合
併
し

て
、
中
島
農
協
が
成
立
し
た
時
で
あ
り
、
ミ
カ
ン
作
が
絶
頂
期
を
む
か
え
て
い
た
。

こ
の
年
中
島
、
睦
月
島
、
野
忽
那
島
、
怒
和
島
、
津
和
地
島
、
二
神
島
が
一
つ
の
農

協
に
な
り
、
ミ
カ
ン
の
中
島
ブ
ラ
ン
ド
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
二
神
島
は
一
九
四

八
年
に
ミ
カ
ン
の
出
荷
組
合
が
出
来
て
、
一
九
六
二
年
に
は
他
の
島
に
先
駆
け
て
中

島
農
協
に
合
併
し
て
い
る
。
二
神
島
と
中
島
は
隣
り
の
島
で
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年

に
は
中
島
農
協
は
中
島
青
果
農
協
と
改
組
さ
れ
て
青
果
連
に
加
入
し
、
忽
那
諸
島
に

ミ
カ
ン
中
心
の
産
業
構
造
が
確
立
し
た
時
で
あ
る
。

　

以
上
、
三
回
の
二
神
島
調
査
か
ら
、
中
島
ミ
カ
ン
の
聞
き
取
り
を
通
し
て
、
私
の

瀬
戸
内
海
共
同
調
査
の
方
向
性
が
固
ま
っ
た
。
近
現
代
の
島
々
に
広
が
っ
た
ミ
カ
ン

作
の
盛
衰
を
通
し
て
、
島
の
人
び
と
の
暮
ら
し
の
変
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
ミ
カ
ン
の
木
は
忽
那
諸
島
、
中
島
に
入
る
前
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
、
ミ
カ
ン
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
。
②
ミ
カ
ン
と
海
の
関
係
、
ミ
カ
ン
は
海

を
通
し
て
関
西
市
場
な
ど
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ミ
カ
ン
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
③

ミ
カ
ン
は
人
び
と
の
暮
ら
し
を
ど
う
変
え
た
の
か
。
忽
那
諸
島
の
生
業
は
島
に
よ
っ

は
じ
め
に

　

本
論
は
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
共
同
調
査
の
一
員
と
し
て
参
加

し
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
中
島
ミ
カ
ン
の
個
人
調
査
を
行
い
、

纏
め
た
も
の
で
あ
り
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。

　

調
査
対
象
地
は
愛
媛
県
の
忽
那
諸
島
で
あ
る
。
調
査
の
前
に
、
網
野
善
彦
『
古
文

書
返
却
の
旅
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
九
年
）
を
読
ん
で
み
た
。「
海
の
領
主
―
二
神

家
と
二
神
島
」
が
今
回
の
調
査
地
を
論
じ
て
い
る
。
忽
那
諸
島
の
二
神
島
は
、
中
世

の
「
海
の
領
主
」
と
し
て
、
河
野
水
軍
、
村
上
水
軍
が
暴
れ
回
り
、
忽
那
氏
が
支
配

す
る
拠
点
で
あ
り
、
近
世
ま
で
九
州
と
近
畿
を
結
ぶ
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
海
上
交
易

の
要
衝
で
あ
っ
た
。
網
野
が
二
神
家
の
古
文
書
を
借
り
た
の
が
、
一
九
五
四
年
で
あ

り
、
高
度
成
長
が
始
ま
る
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
十
年
後
の
一
九
六
五
年
に
も
二
神
島

を
訪
ね
て
い
る
の
で
、
一
九
九
五
年
の
古
文
書
返
却
は
三
十
年
ぶ
り
の
二
神
島
の
旅

で
あ
っ
た
。

　
「
島
の
状
況
は
三
十
年
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
」「
二
神
家
の
前
の
白
砂
青

松
の
浜
辺
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
」
と
あ
る
。
た
し
か
に
、
高
度
成
長
か
ら
バ
ブ
ル

崩
壊
に
至
る
四
十
年
の
変
化
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
で
、
私
は
こ
の

共
同
調
査
で
、
愛
媛
県
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　

愛
媛
県
が
ミ
カ
ン
の
主
産
地
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。「
愛
は
静
か

に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
愛
」
は
愛
媛
県
、「
は
」
は
和
歌
山
県
、「
静
か
に
」

は
静
岡
県
で
あ
り
、
ミ
カ
ン
の
三
大
産
地
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
愛
媛
県
は
、
一
九

六
五
年
に
静
岡
県
を
抜
い
て
全
国
一
の
柑
橘
生
産
県
と
な
る
。
ミ
カ
ン
の
県
外
出
荷

で
は
一
九
七
〇
年
か
ら
三
十
四
年
間
全
国
一
を
誇
っ
て
い
た
。

　

ミ
カ
ン
の
産
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ミ
カ
ン
特
産
地
と
し
て
有
名
な
和
歌
山
県
有

田
の
沿
岸
、
近
代
に
な
っ
て
成
長
し
た
静
岡
か
ら
伊
豆
半
島
沿
岸
、
愛
媛
県
の
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
沿
岸
と
島
嶼
部
、
そ
し
て
戦
後
に
急
成
長
す
る
長
崎
、
佐
賀
、
熊

本
、
大
分
、
鹿
児
島
の
九
州
沿
岸
ま
で
、
太
平
洋
か
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
を
経
て
九
州
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忽那諸島の蜜柑史

て
異
な
る
。
漁
業
、
畑
（
タ
マ
ネ
ギ
、
生
姜
）、
田
の
経
済
構
造
は
、
ミ
カ
ン
導
入
に

よ
っ
て
ど
う
変
化
し
た
の
か
。
こ
こ
で
は
忽
那
諸
島
の
島
々
を
対
象
に
瀬
戸
内
海
の

ミ
カ
ン
の
近
現
代
史
に
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
。

　

さ
ら
に
私
は
忽
那
諸
島
の
人
び
と
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ト
リ
ー
を
通
し
て
、
瀬
戸
内
海

の
ミ
カ
ン
の
歴
史
を
個
人
史
の
レ
ベ
ル
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
歴
史
は
単
な

る
過
去
を
訪
ね
て
、
栄
華
の
跡
を
懐
か
し
む
だ
け
で
な
く
、
現
状
と
の
厳
し
い
緊
張

関
係
の
な
か
で
、
現
代
と
き
り
結
ぶ
よ
う
な
研
究
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴

史
は
過
去
を
美
化
す
る
こ
と
で
な
い
。
地
方
産
業
の
危
機
と
地
域
崩
壊
の
現
場
に
立

っ
て
、
過
去
の
歴
史
を
訪
ね
、
人
び
と
の
話
を
聞
き
、
ま
と
め
る
こ
と
が
、
そ
れ
ら

の
人
び
と
に
未
来
の
展
望
を
あ
た
え
る
よ
う
な
研
究
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

　

な
お
愛
媛
中
島
町
の
ミ
カ
ン
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
村
上
節
太
郎
「
愛
媛
県
の
果

樹
栽
培
地
域
の
地
理
学
的
研
究
⑴
分
布
と
発
達
に
つ
い
て
」『
愛
媛
大
学
紀
要
第
四

部
社
会
科
学V

ol1

、N
o

2

』
一
九
五
一
年
、
桐
野
忠
兵
衛
編
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸

史
』
愛
媛
県
青
果
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
一
九
六
八
年
、
窪
田
重
治
『
愛
媛
の
果

樹
産
地
の
形
成
と
そ
の
変
容
』
青
葉
図
書
、
一
九
九
〇
年
な
ど
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た

研
究
が
あ
る
。
近
年
で
は
瀬
戸
内
海
の
離
島
研
究
は
進
み
、
武
田
尚
子
『
瀬
戸
内
海

離
島
社
会
の
変
容

―
「
産
業
の
時
間
」
と
「
む
ら
の
時
間
」
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
す
ぐ
れ
た
実
証
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
広
島
県
沼
隈
郡
内
海
町
（
現
福
山
市
）
の
横
島
、
田
島
を
対
象
と
し
た
漁
村
社

会
の
昭
和
史
の
変
貌
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
。

昭
和
の
時
代
の
漁
業
分
解
を
「
産
業
の
時
間
」（
工
業
化
）
と
「
む
ら
の
時
間
」
の

コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
し
て
描
き
、
近
代
化
・
工
業
化
の
中
で
解
体
さ
れ
る
漁
村
の
中
で

し
ぶ
と
く
再
生
さ
れ
る
「
む
ら
」
社
会
（
共
同
体
）
を
、
社
会
学
的
及
び
民
俗
学
的

方
法
を
駆
使
し
て
描
く
秀
逸
な
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
度
成
長
の
中
で
解
体
さ

れ
る
漁
村
で
な
く
急
成
長
す
る
瀬
戸
内
海
ミ
カ
ン
の
時
代
も
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
本
論
文
で
は
高
度
成
長
が
、
離
島
を
豊
か
な
ミ
カ
ン
の
島
に
変
貌
さ

せ
た
こ
と
を
描
く
と
同
時
に
高
度
成
長
後
の
島
の
衰
退
の
要
因
も
考
え
て
み
た
い
。

　

さ
ら
に
山
口
徹
編
『
瀬
戸
内
諸
島
と
海
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
も

瀬
戸
内
海
諸
島
を
考
え
る
た
め
に
方
法
的
に
貴
重
な
著
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
山
口

は
、
島
に
橋
が
か
け
ら
れ
る
以
前
の
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
、「
海
を
行
き
交
う
情
報

を
と
ら
え
る
目
を
持
ち
、
と
き
に
は
時
代
の
流
れ
を
さ
き
取
り
し
な
が
ら
、
生
業
や

生
活
を
変
え
て
行
く
進
取
の
気
風
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
」「
成
立
の
時
期
も
事

情
も
性
格
も
異
な
る
島
々
の
集
落
が
海
を
媒
介
と
し
た
結
び
つ
た
社
会
は
つ
ね
に
流

動
的
で
あ
り
、
開
放
的
な
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
進
取
の
気
風
を
も
っ
た
村

は
島
民
を
緊
縛
す
る
力
は
弱
く
、
島
民
の
帰
属
意
識
は
薄
い
」
と
す

）
1
（る
。
海
を
媒
介

と
し
て
結
び
つ
い
た
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
、
土
地
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
い
た
強
い

排
他
性
を
と
も
な
う
農
村
社
会
の
帰
属
意
識
の
強
さ
と
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
山
口
の
視
点
は
漁
業
よ
り
農
業
が
進
歩
で
あ
る
と
い
う
思
考
（
狩
猟
採
集
か
ら
農

業
革
命
へ
）
と
は
異
な
り
、
船
を
持
っ
て
海
を
縦
横
に
行
き
交
う
漁
民
（
海
民
）
の

開
放
性
と
進
取
性
を
も
つ
島
社
会
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
深
い
関
係
を
持
っ
た
網
野
善
彦
の
史
学
と
も
通
底

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
文
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
、
上
に
述
べ
た
問
題
意
識
の
も
と
に
中
島
ミ

カ
ン
の
近
現
代
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

Ⅰ　

忽
那
七
島
の
経
済
構
造

　

忽
那
七
島
は
、
明
治
の
町
村
合
併
で
、
中
島
に
東
中
島
村
と
西
中
島
村
の
二
村
が

成
立
し
、
怒
和
島
、
津
和
地
島
、
二
神
島
の
三
島
が
神
和
村
に
統
合
し
、
睦
月
島
、

野
忽
那
島
二
島
は
睦
野
村
に
な
る
（
図
1
）。
戦
後
の
町
村
合
併
で
、
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
十
七
年
）
東
中
島
村
が
忽
那
諸
島
で
は
初
め
て
町
制
施
行
し
て
中
島
町
と
な

り
、
一
九
五
九
年　

神
和
村
、
一
九
六
〇
年　

睦
野
村
、
一
九
六
三
年　

西
中
島
村

を
編
入
し
て
忽
那
諸
島
は
す
べ
て
中
島
町
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七

年
）
に
北
条
市
と
と
も
に
松
山
市
へ
編
入
さ
れ
、
中
島
町
は
自
治
体
と
し
て
の
歴
史

を
閉
じ
る
。



表 1　忽那諸島の面積と人口（1975 年）
面積（㎢）人口（人）世帯数

中島 21.60 6665 1889
怒和島 4.77 1137 330
睦月島 3.81 945 294
津和地島 2.89 887 279
二神島 2.14 467 162
野忽那島 0.92 360 157
合計 36.13 10461 3111
〔出典〕『中島町統計書』（1980年版）

図 1　忽那諸島　〔出典〕　『新編温泉郡史』（椿南松田卯太郎編、1916 年）
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表
1
に
見
る
よ
う
に
、
忽
那
諸
島
は
中
島
、

怒
和
島
、
睦
月
島
、
津
和
島
、
二
神
島
、
野
忽

那
島
、
由
利
島
の
七
つ
で
構
成
さ
れ
、
人
が
住

ん
で
い
る
の
は
由
利
島
を
除
い
た
六
島
で
あ

る
。
そ
の
中
で
面
積
、
人
口
と
も
最
大
の
島
が

中
島
で
あ
る
。
面
積
で
は
約
六
割
、
人
口
で
は

六
割
を
超
え
る
。
人
口
数
は
面
積
の
大
き
さ
と

比
例
し
て
お
り
、
中
島
、
怒
和
、
睦
月
、
津
和

地
、
二
神
、
野
忽
那
の
順
に
少
な
く
な
る
。
さ

ら
に
周
辺
の
小
さ
な
無
人
島
二
二
が
中
島
町
を

構
成
し
て
い
る
。
近
世
か
ら
い
わ
ゆ
る
忽
那
七

島
と
い
わ
れ
る
の
は
由
利
島
を
除
い
て
、
中
島
、
睦
月
島
、
津
和
地
島
、
二
神
島
、

野
忽
那
島
の
六
島
に
、
興
居
島
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

戦
前
と
戦
後
の
人
口
変
化
を
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
と
一
九
七
五
年
を
比
較

す
る
と
、
中
島
で
は
一
六
三
二
戸
か
ら
一
八
八
九
戸
と
約
二
五
〇
戸
増
加
し
、
二
神

島
で
は
同
時
期
に
一
六
八
戸
か
ら
一
六
二
戸
と
ほ
ぼ
変
化
が
な
い
。
戦
前
と
比
較
す

る
と
中
島
の
人
口
増
加
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
人
口
は
戦
争
直
後
、
復
員
・
引
き
揚
げ
な
ど
産
業
解
体
の
結
果

大
幅
な
帰
農
者
の
増
加
と
な
る
が
、
一
九
五
五
年
の
高
度
成
長
か
ら
は
逆
に
都
市
部

へ
の
人
口
流
失
が
続
き
、
人
口
は
基
本
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
中
島
町
（
忽
那
七

島
全
域
）
で
は
一
九
四
五
年
一
万
七
八
二
八
人
が
一
九
六
五
年
に
一
万
三
九
四
五
人

へ
と
三
八
八
三
人
減
少
し
二
一
％
の
減
少
率
で
あ
る
。
高
度
成
長
に
よ
る
都
市
部
へ

の
流
失
で
あ
り
、
離
島
で
あ
る
忽
那
諸
島
で
は
愛
媛
県
松
山
市
に
転
出
す
る
か
、
広

島
県
・
山
口
県
へ
、
さ
ら
に
は
京
阪
神
へ
と
若
年
層
が
流
失
し
た
。

　

と
く
に
一
九
六
五
年
か
ら
津
和
地
、
二
神
、
野
忽
那
の
三
島
で
は
出
生
率
が
死
亡

率
を
下
回
る
自
然
減
少
と
な
り
、
一
九
六
六
年
に
怒
和
も
自
然
減
少
と
な
っ

）
2
（た

。
忽

那
七
島
中
で
陸
に
近
い
中
島
・
睦
月
島
と
比
較
し
て
、
交
通
の
不
便
な
離
島
か
ら
人



表 2　中島町の産業構成（％）
1960年 1975年 1990年

第 1次産業 67.3 68.2 68.5
第 2次産業 6.6 6.1 5.4
第 3次産業 26.1 25.7 26.1
合計 100.0 100.0 100.0
〔出典〕前掲『中島町統計書』1980年、
『中島町町勢要覧』1997年
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忽那諸島の蜜柑史

島
、
海
外
で
は
朝
鮮
ま
で
行
き
、
最
盛
期
に
は
島
の
三
分
の
一
が
行
商
に
出
た
と

い
）
4
（う

。

　

忽
那
諸
島
の
行
商
の
歴
史
的
背
景
は
、
江
戸
時
代
、
帆
船
に
よ
る
瀬
戸
内
海
中
央

部
を
航
行
す
る
「
沖
乗
り
」
ル
ー
ト
に
近
く
、
十
九
世
紀
以
降
は
牛
船
、
薪
船
、
芋

船
、
炭
船
が
行
き
か
っ
た
。
と
り
わ
け
睦
月
島
の
港
は
「
汐
待
ち
」「
風
待
ち
」
の

船
舶
の
避
難
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
船
舶
に
対
し
て
伝
馬
船
で
「
沖
売

り
」
と
称
し
て
食
料
品
、
薪
、
手
織
り
の
反
物
を
売
り
つ
け
る
商
売
が
行
商
の
起
源

と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
睦
月
の
沖
売
り
は
幕
末
か
ら
明
治
の
初
期
に
島
内
の

家
内
副
業
と
し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
伊
予
絣
の
手
織
り
反
物
を
販
売
し
た
と
い
う
。
睦

月
行
商
は
「
縞
売
り
」
と
呼
ば
れ
、
木
綿
反
物
を
黒
く
縞
に
染
め
た
も
の
が
評
判
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
睦
月
行
商
の
本
格
化
は
一
八
八
〇
年
代
と
い
わ
れ
、
明
治
中

期
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
伝
馬
船
か
ら
大
型
の
帆
船
を
使
用
す
る
よ
う
に
な

り
「
縞
売
り
船
」
と
呼
ば
れ
、
島
寄
港
船
だ
け
で
な
く
、
瀬
戸
内
海
（
広
島
・
山

口
）
に
商
売
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

明
治
末
で
睦
月
の
行
商
は
二
百
数
十
名
に
達
す
る
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
半
数
は

女
性
で
あ
る
。
島
の
女
性
が
縞
を
織
り
、
縞
を
売
り
歩
く
睦
月
女
が
評
判
に
な
っ
た

と
い

）
5
（う
。

　

行
商
船
は
普
通
家
族
五︲

六
人
乗
り
で
、
標
準
は
六
尋
船
と
い
わ
れ
る
船
長
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
帆
船
で
あ
り
、
旧
暦
三
月
か
ら
七
月
、
秋
は
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
盆

と
正
月
を
除
い
て
半
年
間
、
船
で
生
活
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
商
船
は
、
昭
和
初
頭
に
睦
月
島
で
三
十
隻
以
上
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
帆
船
は
一
九
三
〇
年
代
に
な
り
次
第
に
動
力
付
き
の
機
帆
船
に
代
わ
っ
て
い
っ

た
。
行
商
船
の
範
囲
は
次
第
に
広
が
り
昭
和
に
な
る
と
、
東
は
大
阪
、
和
歌
山
、
岡

山
、
徳
島
、
香
川
、
北
は
山
口
、
広
島
、
島
根
、
鳥
取
、
西
は
九
州
の
宮
崎
、
大

分
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
（
五
島
列
島
）、
熊
本
、
鹿
児
島
、
奄
美
諸
島
に
ま
で
、

海
を
超
え
て
対
馬
、
朝
鮮
ま
で
売
り
に
行
っ
た
と
い
う
。
海
と
島
を
め
ぐ
る
行
商
で

あ
る
。
そ
の
範
囲
は
国
境
を
越
え
て
い
る
。

し
か
し
一
九
九
〇
年
代
以
後
、
果
物
消
費
の
多
様
化
・

高
度
化
と
オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化
に
よ
り
ミ
カ
ン
作
は
衰

退
し
、
成
長
の
時
代
が
終
焉
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
次
産
業
と
し
て
忽
那
諸
島
で
の
特
色
は
、
睦
月

島
、
野
忽
那
島
で
の
行
商
人
の
多
さ
で
あ
る
。
睦
野
村

は
、
一
戸
当
た
り
耕
地
狭
隘
で
農
耕
に
適
さ
ず
、
漁
業

も
盛
ん
で
な
く
、
工
業
立
地
も
適
さ
な
い
、
と
い
う
過

酷
な
条
件
が
あ
り
、
島
を
拠
点
と
し
た
全
国
を
渡
り
歩

く
商
業
活
動
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
睦
月
島
は

行
商
の
島
と
し
て
全
国
に
北
は
北
海
道
、
南
は
奄
美
大

口
流
失
が
始
ま
る
と
い
え
る
。
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
六
五
年
の
人
口
減
少
率
で
は

東
中
島
地
区
一
一
六
・
八
％
、
西
中
島
地
区
九
六
・
七
％
、
睦
野
地
区
（
睦
月
島
・

野
忽
那
島
）
八
六
・
七
％
、
神
和
地
区
（
怒
和
島
・
津
和
地
島
、
二
神
島
）
八
二
・
四

％
で
あ

）
3
（る

。
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
代
に
二
神
島
・
怒
和
島
・
津
和
地
島
を
先
頭
に

人
口
減
少
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
減
少
の
激
し
い
の
は
二

神
島
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
か
ら
六
五
年
ま
で
年
間
減
少
率
二
、
九
％
と
忽
那
諸
島

の
中
で
最
大
で
あ
る
。

　

表
2
を
見
る
と
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
三
年
石
油
危
機
ま
で
の
高
度
成
長

期
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
低
成
長
期
、
バ
ブ
ル
経
済
を
ま
で
、
忽
那
諸
島
を
領
域
と
す

る
中
島
町
で
は
第
一
次
産
業
が
六
七
〜
六
八
％
を
占
め
て
お
り
三
十
年
間
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
。
鉱
工
業
の
第
二
次
産
業
は
五
〜
六
％
と
わ
ず
か
で
あ
り
、
第
三
次
産

業
の
商
業
・
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
二
五
〜
六
％
を
占
め
、
こ
れ
も
変
化
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
一
九
六
〇
年
の
高
度
成
長
期
か
ら
三
十
年
間
、
人
口
流
出
に
も
か
か
わ

ら
ず
忽
那
諸
島
の
産
業
構
成
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
普
通
こ
の

期
間
は
第
一
次
産
業
が
急
速
に
低
下
し
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
が
急
速
に
拡
大
す

る
。
忽
那
諸
島
で
は
ミ
カ
ン
生
産
が
発
展
し
、
第
一
次
産
業
が
基
盤
を
維
持
し
続
け

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
高
度
成
長
期
の
選
択
的
拡
大
政
策
の
成
功
事
例
と
い
え
る
。



表 3　中島町の耕地利用状況（1953 年）
 （％）

睦野村 東中島村 西中島村 神和村
果樹 34.3 37.8 34.4 21.3
穀類 32.4 33.3 33.9 36.5
甘藷 27.0 19.3 20.8 33.9
蔬菜 4.6 7.1 8.2 4.7
豆類 1.7 2.6 2.6 33.9
計 100.0 100.0 100.0 100.0
〔出典〕窪田重治『愛媛の果樹産地の形成とそ
の変容』（青葉図書、1990年）15表、102頁

表 4　樹園地の割合（1970 年）
 （ha）

樹園地 田 畑 計
中島 949.87 3.465 7.89 961.225
怒和島 148.75 0.80 21.58 171.13
睦月島 155.18 0.12 0.88 156.18
津和地島 114.60 0 13.67 128.27
二神島 82.42 0 2.60 85.02
野忽那島 30.89 0.47 0.82 32.18
合計 1481.71 4.86 47.44 1533.75
〔出典〕前掲『中島町統計書』
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こ
の
よ
う
な
行
商
の
活
動
は
反
物
売
り
と
は
異
な
る
が
、
中
島
な
ど
他
の
忽
那
諸

島
で
も
見
ら
れ
、
の
ち
に
述
べ
る
中
島
ミ
カ
ン
の
苗
木
を
持
ち
込
ん
だ
の
も
こ
の
よ

う
な
島
内
の
行
商
で
あ
っ
た
。
睦
月
行
商
の
瀬
戸
内
海
の
海
の
販
路
は
広
島
か
ら
愛

媛
の
ミ
カ
ン
産
地
八
幡
浜
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
海
を
通
じ
た
情
報
ル
ー
ト

の
広
が
り
が
中
島
ミ
カ
ン
導
入
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

　

表
3
か
ら
中
島
町
の
耕
地
利
用
状
況
を
見
る
と
、
戦
後
初
期
の
果
樹
栽
培
の
状
況

が
分
か
る
。
果
樹
の
割
合
は
中
島
町
四
村
で
東
中
島
村
が
三
七
・
八
％
で
最
も
多

く
、
西
中
島
村
、
睦
野
村
が
続
き
、
神
和
村
が
最
も
少
な
い
。
果
樹
に
続
い
て
多
い

の
は
穀
類
で
あ
る
が
果
樹
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
あ
る
。
あ
と
は
甘
藷
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
神
和
村
で
他
村
に
比
較
し
て
多
い
。
果
樹
、
穀
類
、
甘
藷
が
耕
地
を
三
分
す
る

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
見
る
よ
う
に
高
度
成
長
を
経
る
と
果
樹
作
に
一
元

化
す
る
よ
う
に
な
る
。
穀
類
・
甘
藷
生
産
と
い
う
自
給
作
物
か
ら
ミ
カ
ン
と
い
う
商

品
作
物
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

　

表
4
か
ら
経
営
耕
地
の
田
畑
と
樹
園
地
の
割
合
を
見
る
。
年
度
は
中
島
ミ
カ
ン
最

盛
期
の
一
九
七
〇
年
の
統
計
で
あ
る
。
耕
地
種
別
で
は
樹
園
地
が
全
耕
地
の
九
七
％

を
占
め
る
。
樹
園
地
の
内
容
は
、
温
州
ミ
カ
ン
の
割
合
が
八
〇
％
を
占
め
、
夏
み
か

ん
が
四
％
、
そ
の
他
の
果
樹
が
一
六
％
で
あ
る
。
田
は
中
島
に
三
ha
あ
る
だ
け
で
他

島
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
一
九
六
九
年
調
査
で

は
中
島
で
は
〇
・
九
ha
し
か
田
は
な
い
と
い

）
6
（う

。
畑
は
怒
和
と
津
和
地
に
市
場
向
け

の
タ
マ
ネ
ギ
、
ス
イ
カ
な
ど
の
栽
培
が
若
干
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
田
も
畑
も
ほ

と
ん
ど
ミ
カ
ン
に
転
作
さ
れ
た
。
島
の
経
済
は
ミ
カ
ン
が
支
え
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
忽
那
諸
島
は
戦
後
、「
ミ
カ
ン
の
島
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
耕
地
に
占
め
る
果
樹
園
の
比
率
は
一
九
六
六
年
で
六
一
・
六
％
、
果
樹
園

の
中
で
ミ
カ
ン
園
の
比
率
は
九
一
・
九
％
に
達
す
る
。
最
大
は
睦
月
島
で
九
八
・
五

％
、
最
低
は
二
神
島
（
由
利
島
を
含
む
）
で
八
一
・
五
％
で
あ
る
。

　

睦
月
島
の
ミ
カ
ン
が
最
大
に
割
合
を
示
す
理
由
は
、
先
に
述
べ
た
行
商
と
の
関
係

が
あ
る
。
睦
月
島
の
明
治
以
降
の
行
商
の
発
展
は
昭
和
期
に
は
野
忽
那
島
に
伝
播

し
、
戦
時
統
制
に
よ
る
壊
滅
の
時
代
を
経
て
、
戦
後
再
び
復
活
し
一
九
五
五
年
の
高

度
成
長
前
ま
で
、
急
激
に
行
商
利
益
は
拡
大
し
た
。

　

た
だ
し
戦
後
は
水
路
で
は
な
く
陸
路
・
鉄
道
を
通
し
て
の
行
商
で
あ
る
。
行
先
は

四
国
全
域
、
九
州
、
北
海
道
な
ど
が
多
い
。
九
州
は
北
九
州
の
炭
鉱
地
に
集
中
し
て

い
る
。
行
商
の
品
は
反
物
か
ら
洋
服
・
高
級
呉
服
の
既
製
品
の
売
り
歩
き
に
変
化
し

て
い
る
。
仕
入
れ
も
京
都
の
呉
服
商
、
東
京
・
名
古
屋
・
岐
阜
の
製
造
元
に
直
接
注

文
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
デ
パ
ー
ト
、
町
ご
と
の
洋
品
店
が
新
規
開
店

し
て
く
る
と
行
商
の
信
用
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
こ
の
代
わ
り
に
発
展
し
た
の
が
ミ

カ
ン
経
営
で
あ
る
。

　

睦
野
村
で
は
「
行
商
の
利
益
を
果
樹
園
の
開
墾
と
園
地
購
入
、
お
よ
び
苗
木
植
え

付
け
に
注
ぎ
込
む
こ
と
に
よ
り
、
柑
橘
栽
培
に
お
い
て
他
島
と
比
べ
て
飛
躍
的
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
の
で
あ

）
7
（る

。

　

ミ
カ
ン
畑
の
各
島
の
比
較
を
見
る
と
、
ミ
カ
ン
畑
＝
樹
園
地
は
中
島
が
九
五
〇
ha

で
六
四
％
を
占
め
、
一
番
の
島
ミ
カ
ン
の
産
地
で
あ
る
。
次
い
で
睦
月
、
怒
和
、
津

和
地
と
続
い
て
、
二
神
島
が
最
小
の
八
二
ha
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
中
島
の
ミ
カ
ン
生

産
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
睦
月
島
、
怒
和
島
、
津
和
地
島
、
二
神
島
に
お
い
て
も
ミ



表 5　漁業（1978 年）
経営体数 漁船　　（隻） 従事者数 漁獲金高 1経営体平均

無動力 船外機 動力 人 円 円

中島 219 5 10 176 322 26,723 114
怒和島 104 1 4 101 224 18,128 196
睦月島 33 1 25 9 57 5,495 167
津和地島 94 0 0 102 213 16,279 173
二神島 101 13 6 88 205 13,064 129
野忽那島 50 2 12 38 72 5,011 100
合計 601 22 57 514 1093 84700
〔出典〕前掲『中島町統計書』
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忽那諸島の蜜柑史

カ
ン
経
営
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
の
中
島
町
の
ミ
カ
ン

栽
培
面
積
は
五
反
以
上
が
二
二
・
九
％
で
あ
り
、
県
平
均
が
一
二
・
〇
％
で
あ
る
こ

と
と
比
較
す
る
と
中
島
ミ
カ
ン
経
営
の
規
模
の
大
き
さ
が
わ
か

）
8
（る

。
忽
那
島
嶼
部
の

耕
地
狭
小
の
な
か
で
も
、
傾
斜
地
の
ミ
カ
ン
山
の
規
模
拡
大
は
中
島
ミ
カ
ン
の
隆
盛

の
証
し
で
も
あ
ろ
う
。

　

中
島
町
（
忽
那
諸
島
）
の
専
兼
別
農
家
の
推
移
で
は
、
専
業
農
家
が
一
九
六
五
年

の
五
〇
％
か
ら
一
九
七
五
年
四
二
％
に
減
少
し
て
い
る
が
、
一
九
七
五
年
で
も
第
一

種
兼
業
農
家
が
三
四
・
一
％
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
二
三
％
と
専
業
農
家
が
一
番
多

い
。
高
度
成
長
期
は
ミ
カ
ン
専
業
農
家
に
よ
り
島
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

戦
前
の
ミ
カ
ン
作
が
発
展
す
る
以
前
の
果
物
収
入
を
見
る
と
、
一
九
一
四
年
（
大

正
三
年
）
で
は
中
島
（
東
中
島
村
・
西
中
島
村
）
で
は
四
〇
四
五
円
で
、
全
収
入
の
三

％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
大
正
昭
和
期
の
ミ
カ
ン
樹
園
地
の
開
墾
と
ミ
カ
ン
収
入

の
激
増
ぶ
り
に
驚

）
9
（く

。

　

中
島
港
の
移
出
取
扱
貨
物
を
見
る
と
最
大
が
果
物
・
野
菜
（
ミ
カ
ン
）
で
二
万
九

二
四
七
ト
ン
、
二
番
が
三
〇
五
一
ト
ン
の
輸
送
機
械
（
大
浦
造
船
所
の
船
舶
）
で
あ

り
一
〇
倍
の
差
が
あ

）
₁₀
（る

。
果
物
・
野
菜
の
移
出
量
全
体
に
占
め
る
割
合
は
七
六
％
で

あ
る
。
ほ
ぼ
中
島
港
は
ミ
カ
ン
の
移
出
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
移
出
先
を
見

る
と
大
阪
、
神
戸
、
尾
道
、
尼
崎
、
松
山
、
呉
と
海
上
輸
送
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

阪
神
地
方
か
ら
岡
山
、
広
島
に
ミ
カ
ン
が
移
出
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　

漁
業
に
関
し
て
は
表
5
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
世
帯
が
三
一
一
一
で
あ
る

か
ら
漁
業
経
営
体
が
六
〇
一
あ
る
と
い
う
こ
と
は
五
分
の
一
の
世
帯
、
約
二
〇
％
が

漁
船
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
島
の
漁
船
所
有
率
で
は
中
島
が
や
は
り
多
い

が
、
全
体
の
三
六
％
で
あ
り
世
帯
割
合
が
六
〇
％
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。
二
神
島

は
中
島
に
次
ぎ
、
ほ
ぼ
怒
和
島
と
匹
敵
す
る
漁
業
経
営
体
が
あ
る
。
二
神
島
は
世
帯

数
の
割
合
は
五
％
で
あ
る
が
動
力
漁
船
の
所
有
率
は
全
島
の
約
二
〇
％
と
、
漁
業
の

占
め
る
位
置
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
漁
獲
金
高
に
お
い
て
は
、
島
の
単
位

経
営
体
比
較
で
は
中
島
を
最
低
と
し
て
そ
れ
に
次
い
で
二
神
島
で
あ
る
。
怒
和
島
が

一
九
六
円
と
も
っ
と
も
漁
業
収
益
が
高
い
。
怒
和
島
、
津
和
地
島
の
漁
獲
高
は
比
較

的
大
き
い
が
、
二
神
島
は
経
営
規
模
が
零
細
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
言
っ

て
も
一
経
営
当
た
り
一
五
〇
円
程
度
の
漁
獲
金
高
で
は
、
漁
業
収
入
は
微
々
た
る
も

の
で
自
給
生
産
と
し
て
の
意
義
を
超
え
な
）
₁₁
（い

。

　

西
中
島
の
大
正
初
年
の
漁
業
は
「
本
村
に
於
け
る
漁
業
亦
の
農
家
の
耕
作
余
暇
を

以
て
之
れ
に
従
事
す
る
も
の
に
し
て
、
す
な
わ
ち
漁
期
き
た
る
あ
ら
ば
鋤
鍬
を
棄
て

て
海
に
奔
り
、
農
事
繁
な
ら
ば
横
網
を
置
い
て
野
に
出
づ
る
」
状
況
で
あ
っ

）
₁₂
（た

。
戦

前
以
来
島
の
漁
業
は
生
業
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
。

　

各
島
の
漁
業
高
は
帳
簿
に
残
ら
な
い
取

引
、
税
金
関
係
で
正
確
な
統
計
が
な
い
の
で

市
場
向
け
に
ど
れ
ほ
ど
販
売
さ
れ
て
い
た
か

正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
中
島
町
に
は
戦
後

九
つ
の
漁
協
が
あ
っ
た
。
二
神
、
西
中
島
、

神
浦
、
東
中
島
、
睦
月
、
野
忽
那
、
津
和

地
、
上
怒
和
、
元
怒
で
あ
る
。
神
浦
を
西
中

島
に
、
上
怒
和
と
元
怒
和
と
一
つ
と
す
る
と

七
漁
協
と
な
り
七
農
協
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
前
提
と
し
て
戦
前
以
来
、
一
九
〇
一

年
（
明
治
三
十
四
年
）
に
制
定
さ
れ
た
漁
業

法
に
よ
り
、
漁
業
権
の
確
定
の
も
と
に
各
地

域
に
漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
二
神
漁
業
組
合
は
一
九
〇
三
年
、
忽
那

諸
島
で
は
最
も
早
く
設
立
さ
れ
、
津
和
地
、

怒
和
地
の
一
九
一
七
年
設
立
と
比
べ
る
と
十

五
年
も
早
く
そ
の
先
駆
性
は
際
立
っ
て
い

る
。
こ
の
背
景
に
は
由
利
島
を
め
ぐ
る
二
神



110

島
漁
民
と
高
浜
町
新
刈
屋
漁
民
と
の
漁
業
権
の
争
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二
神
の

代
々
庄
屋
を
務
め
、
明
治
の
二
神
部
落
総
代
と
な
り
同
時
に
二
神
漁
業
組
合
長
と
な

っ
た
二
神
仲
次
郎
が
、
由
利
島
の
漁
業
権
専
有
権
を
県
に
訴
え
て
、
一
九
〇
七
年
二

神
の
漁
業
占
有
権
が
認
め
ら
れ
る
裁
定
が
下
り
、
一
九
一
二
年
か
ら
実
行
さ
れ
て

い
）
₁₃
（る

。
こ
う
し
て
二
神
島
で
は
、
近
世
か
ら
近
隣
で
は
イ
ワ
シ
を
中
心
と
す
る
豊
か

な
漁
場
で
あ
っ
た
由
利
島
の
漁
業
権
を
獲
得
し
た
後
、
一
九
二
二
年
か
ら
由
利
島
で

イ
ワ
シ
の
地
引
網
が
始
ま
り
、
昭
和
初
頭
か
ら
は
無
人
と
な
っ
て
い
た
由
利
島
に
夏

季
七
月
か
ら
十
月
ま
で
の
三
か
月
間
島
に
宿
泊
施
設
を
建
て
、
巾
着
網
に
よ
る
イ
ワ

シ
漁
が
、
男
四
十
人
、
女
四
十
人
が
島
に
泊
ま
り
込
ん
で
、
共
同
漁
労
に
よ
っ
て
毎

年
大
き
な
収
益
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
二
神
漁
業
は
近
代
に
お
い

て
も
先
駆
的
な
活
動
を
示
し
て
い
た
。

　

戦
後
の
忽
那
諸
島
で
は
、『
中
島
町
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
二
神
島
が

漁
獲
高
一
億
円
で
首
位
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
い
で
怒
和
が
九
五
〇
〇
万
円
、
津

和
地
、
西
中
島
が
七
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
万
円
、
あ
と
は
睦
月
、
野
忽
那
、
東
中
島

一
〇
〇
〇
万
円
と
い

）
₁₄
（う

。
首
位
の
二
神
の
一
億
円
を
一
六
二
世
帯
で
割
る
と
一
世
帯

当
た
り
六
〇
万
円
に
な
る
。
農
家
所
得
年
間
五
八
四
万
円
（
一
九
六
〇
年
）
と
比
べ

る
と
そ
の
一
割
に
相
当
す
る
。

　

戦
前
の
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
二
神
島
を
含
む
神
和
村
の
漁
業
収
入
と
比
較
す
る

と
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
で
は
漁
獲
物
収
入
八
万
五
三
七
〇
円
で
全
収
入
の

約
四
割
五
分
に
達
し
て
い

）
₁₅
（た

。
し
か
し
戦
後
の
漁
業
収
入
の
割
合
は
、
戦
前
の
二
割

か
ら
一
割
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
分
ミ
カ
ン
収
益
の
比
率
が
高
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
戦
後
の
漁
業
所
得
低
下
と
島
ミ
カ
ン
拡
大
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

す
な
わ
ち
中
島
を
中
心
と
す
る
忽
那
諸
島
は
、
ミ
カ
ン
経
営
を
中
心
に
生
業
を
立

て
る
世
帯
が
多
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
た
だ
島
の
差
と
し
て
、
二
神
島
、
怒
和

島
、
津
和
地
島
は
ミ
カ
ン
と
と
も
に
、
漁
業
へ
も
経
営
基
盤
を
置
く
世
帯
が
あ
る
こ

と
を
留
意
し
た
い
。

　

以
上
か
ら
、
戦
後
忽
那
諸
島
に
お
け
る
戦
後
ミ
カ
ン
経
営
の
意
義
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
、
中
島
本
島
を
中
心
に
戦
後
中
島
ミ
カ
ン
の
発
展
の
軌
跡
を
た

ど
る
。

Ⅱ　

戦
前
中
島
ミ
カ
ン
の
発
展

1　

中
島
へ
の
ミ
カ
ン
導
入

　

中
島
の
ミ
カ
ン
は
、
愛
媛
県
で
は
北
宇
和
郡
吉
田
町
立
間
と
と
も
に
近
代
の
温
州

ミ
カ
ン
栽
培
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
い
歴
史
を
持
つ
と
い
う
。『
愛
媛
県
果
樹
園
芸

史
』
に
よ
れ
ば
、
中
島
に
ミ
カ
ン
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
大
浦
の
森
田
六
太
郎

（
一
八
五
四
〜
一
九
〇
五
年
）
が
和
歌
山
よ
り
温
州
ミ
カ
ン
の
苗
木
百
本
を
購
入
し
て

植
え
た
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
の
こ
と
だ
と
い

）
₁₆
（う

（
写
真
1
）。
こ
れ
を
東
中

島
村
初
代
村
長
堀
内
唯
八
郎
が
奨
励
し
中
島
に
広
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
『
中
島
町

誌
』
に
よ
れ
ば
森
田
の
導
入
時
期
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
と
い

）
₁₇
（う

。
ま
た
同
書

に
は
森
田
六
太
郎
の
父
六
郎
太
郎
が
、
数
種
の
在
来
ミ
カ
ン
を
試
植
し
そ
の
中
の

「
リ
ュ
ウ
ジ
ン
」
言
わ
れ
る
ミ
カ
ン
一
樹
は
、
一
畝
歩
に
広
が
り
三
五
〇
貫
の
ミ
カ

ン
収
穫
を
得
た
と
い
う
。
後
年
こ
れ
を
息
子
六
太
郎
に
引
き
継
い
だ
と
い
う
。
こ
こ

で
言
う
「
リ
ュ
ウ
ジ
ン
」
と
は
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
温
州
ミ
カ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
島
大
浦
の
温
州
ミ
カ
ン
の
伝
来
は
、
在
来
の
「
リ
ュ
ウ
ジ
ン
」
の

試
植
な
ら
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
な
る
し
、
和
歌
山
伝
来
な
ら
明
治
中
期
に
な

る
。
た
だ
六
太
郎
の
和
歌
山
の
温
州
ミ
カ
ン
苗
木
百
本
の
コ
ヤ
ゴ
サ
コ
畑
一
反
へ
の

移
植
は
、
一
八
八
七
年
と
一
八
七
二
年
の
二
説
が
あ
り
不
明
で
あ
る
。
一
八
七
二
年

な
ら
六
太
郎
十
八
歳
、
一
八
八
七
年
な
ら
三
十
三
歳
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
後
西
中
島
村
吉
木
の
村
長
忽く

つ

那な

恕な
だ
むが
温
州
ミ
カ
ン
の
熱
心
な
唱
道

者
で
、
一
九
〇
〇
年
に
ミ
カ
ン
を
移
植
し
て
、
中
島
ミ
カ
ン
の
今
日
の
隆
盛
を
作
っ

た
と
い

）
₁₈
（う

。
忽
那
恕
は
中
世
の
「
海
の
領
主
」
忽
那
一
族
の
末
裔
で
あ
る
。

　

愛
媛
へ
の
温
州
ミ
カ
ン
の
最
初
の
導
入
の
経
緯
は
、
一
八
六
一
年
（
文
久
一
年
）
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立
間
の
加
賀
山
平
次
郎
が
四
国
遍
路
の
途
中
、
紀
州
有
田
に
立
ち
寄
り
ミ
カ
ン
の
苗

木
八
本
を
手
に
入
れ
て
、
故
郷
の
立
間
白
井
谷
に
植
え
た
の
が
、
愛
媛
温
州
ミ
カ
ン

の
発
祥
と
言
わ
れ

）
₁₉
（る

。
別
の
本
に
よ
る
と
一
八
七
三
（
明
治
六
年
）、
立
間
の
加
賀

山
金
平
が
紀
州
有
田
の
苗
木
を
兵
庫
県
河
辺
郡
東
野
村
の
植
木
商
か
ら
購
入
し
栽
培

し
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
に
東
京
で
第
十
回
全
国
重
要
農
産
物
共
進
会
に

出
品
し
て
一
等
賞
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
躍
全
国
で
注
目
さ
れ
た
と
い

）
₂₀
（う
。
こ
の

温
州
ミ
カ
ン
は
明
治
初
年
に
は
北
宇
和
郡
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

温
州
ミ
カ
ン
の
苗
木
は
和
歌
山
か
ら
愛
媛
に
伝
来
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
時
の
温
州
ミ
カ
ン
は
、
地
元
で
は
「
リ
ウ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
伊
予

同
業
組
合
の
古
老
の
話
で
は
「
リ
ウ
ジ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
温
州
か
ら
こ
の

ミ
カ
ン
の
苗
木
を
持
っ
て
き
た
李
夫
人
（
リ
フ
ジ
ン
）
が
訛
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当

時
温
州
ミ
カ
ン
と
は
言
わ
な
か
っ

）
₂₁
（た

。
こ
の
時
の
リ
ウ
ジ
ン
の
木
は
百
五
十
年
以
上

経
っ
て
い
た
古
木
で
、
そ
れ
を
接
ぎ
木
し
た
も
の
が
普
及
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
で

は
伊
予
郡
砥
部
町
に
江
戸
時
代
の
後
期
か
ら
、
温
州
ミ
カ
ン
の
木
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　

中
島
ミ
カ
ン
の
導
入
経
緯
に
つ
い
て
は
、
先
の
東
中
島
村
大
浦
の
森
田
六
太
郎
説

の
他
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
ご
ろ
越
智
郡
森
口
村
の
松
岡
梅
吉
が
広
島
県

御
調
郡
と
豊
田
郡
か
ら
苗
木
を
購
入
し
て
栽
培
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
こ
の
苗

木
が
越
智
郡
島
嶼
部
に
広
が
っ
た
と
も
い
う
。

　

中
島
以
外
へ
の
忽
那
諸
島
へ
の
ミ
カ
ン
苗
の
伝
播
は
、
怒
和
島
は
一
九
〇
一
年
、

二
神
島
は
一
九
〇
二
年
、
睦
野
島
は
一
九
〇
七
年
広
島
県
大
長
か
ら
苗
木
を
導
入
し

た
と
言
わ
れ
る
。
広
島
県
大
長
は
、
呉
の
沖
合
で
瀬
戸
内
海
に
位
置
す
る
大
島
下
島

の
集
落
で
、「
ミ
カ
ン
の
島
」
と
し
て
ミ
カ
ン
の
主
産
地
で
あ
っ
た
。
大
長
で
は
、

隣
り
の
岡
島
村
関
前
に
船
で
海
を
渡
っ
て
出
作
す
る
「
渡
り
作
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た

と
い
う
。
広
島
県
か
ら
島
伝
い
に
ミ
カ
ン
の
苗
木
が
忽
那
諸
島
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
中
島
ミ
カ
ン
の
ル
ー
ツ
は
広
島
県
か
ら
の
伝
来
し
た
こ
と
に
な

る
。
中
島
の
ミ
カ
ン
の
ル
ー
ツ
は
和
歌
山
、
広
島
の
南
北
二
つ
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
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ン
は
商
人
（
行
商
）
と
林
を
所
有
す
る
耕
作
地
主
と
自
作
農
上
層
の
導
入
に
限
定
さ

れ
て
い
た
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
中
農
層
か
ら
下
に
普
及
す
る
。

　

な
お
、
東
中
島
村
の
地
主
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）

で
耕
作
地
三
四
六
町
歩
、
小
作
地
率
七
・
八
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
地
主
・
小
作
分

解
が
見
ら
れ
ず
自
作
農
が
多

）
₂₅
（い

。
傾
斜
地
を
所
有
す
る
山
林
地
主
と
自
作
農
上
層
が

村
落
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
東
中
島
村
の
堀
内
唯
八
郎
が
ア
メ
リ
カ
の

ネ
ー
ブ
ル
導
入
を
図
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
温
州
ミ
カ
ン
に
は
太
刀
打
ち
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
が
中
島
の
普
及
し
た
温
州
ミ
カ
ン
伝
来
の
経
緯
で
あ
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
忽
那
諸
島
南
部
の
中
島
へ
の
ミ
カ
ン
伝
来
が
行
商
に
よ
る
和
歌
山
か
ら

の
苗
木
導
入
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
忽
那
諸
島
西
部
の
津
和
地
島
の
ミ
カ
ン
伝
来
の

言
い
伝
え
で
は
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
ご
ろ
に
ミ
カ
ン
の
苗
木
を
広
島

県
大
長
町
か
ら
来
た
大
亀
某
と
い
う
商
人
か
ら
買
い
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
五
年
後

に
は
怒
和
島
に
、
松
山
市
久
米
村
の
仙
波
八
三
郎
と
い
う
男
が
ミ
カ
ン
の
苗
木
を
持

っ
て
き
た
と
い

）
₂₆
（う

。
明
治
後
半
に
な
る
と
広
島
県
と
愛
媛
県
か
ら
ミ
カ
ン
の
導
入
が

瀬
戸
内
沿
岸
か
ら
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
島
ミ
カ
ン
は
明
治
初
年
の
和

歌
山
伝
来
か
ら
一
元
的
に
普
及
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
中
期
か
ら
広
島
県
産
の

苗
木
な
ど
も
入
っ
て
き
て
お
り
複
数
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

も
と
も
と
中
島
は
六
世
紀
の
安
閑
天
皇
の
時
代
に
長
師
に
朝
廷
の
放
牧
場
が
設
置

さ
れ
馬
・
牛
を
天
皇
に
献
上
す
る
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
愛
媛
県
は
最
古
の
畜

産
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
商
業
的
農
牧
業
の
普
及
は
早
く
、
江
戸
時
代

か
ら
大
洲
藩
の
牧
馬
・
牧
牛
の
地
と
し
て
和
牛
飼
育
が
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
。
明

治
に
な
り
、
和
牛
子
牛
肥
育
か
ら
乳
牛
の
導
入
も
始
ま
る
。
明
治
中
期
に
は
乳
牛
の

導
入
と
と
も
に
そ
の
厩
肥
を
利
用
し
て
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
も
広
ま
り
、
一
九
一
〇
年

代
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
好
景
気
の
な
か
で
シ
ョ
ウ
ガ
の
衰
微
に
代
わ
り
、
タ
マ
ネ

ギ
、
除
虫
菊
の
栽
培
熱
が
忽
那
諸
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
ま
た
中
島
で
は
山
林
を
数

反
各
戸
が
所
有
し
て
薪
炭
を
作
り
、
四
国
本
土
の
三
津
浜
へ
移
出
し
た
。
ま
た
家
内

に
な
る
。

　

以
上
か
ら
中
島
へ
の
導
入
は
明
治
中
期
に
和
歌
山
、
広
島
か
ら
、
ま
た
江
戸
時
代

か
ら
の
中
予
（
伊
予
郡
砥
部
町
）
か
ら
の
地
元
ル
ー
ト
も
含
め
る
と
、
三
つ
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
温
州
ミ
カ
ン
は
一
九
〇
〇
年
代
（
明
治
三
十
年
代
）
か
ら
日
本
で
全
国

的
普
及
が
始
ま
り
、
産
地
と
し
て
は
、
一
九
三
五
年
ま
で
和
歌
山
県
が
栽
培
面
積
で

は
第
一
位
の
座
を
保
っ
て
い
た
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
ミ
カ
ン
船
伝
説
で
有
名
な

よ
う
に
紀
州
ミ
カ
ン
は
江
戸
時
代
以
来
の
特
産
品
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
ミ
カ
ン
は

温
州
ミ
カ
ン
と
は
異
な
り
、
小
ミ
カ
ン
と
い
い
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
小
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

一
九
〇
五
年
、
愛
媛
温
州
ミ
カ
ン
は
全
国
十
七
位
の
位
置
に
あ
り
、
ま
だ
後
進
県

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ミ
カ
ン
県
と
し
て
愛
媛
が
躍
進
し
、
一
九
三
五
年
に
和
歌
山
、

静
岡
に
次
い
で
第
三
位
に
な
り
、
一
九
五
〇
年
に
は
和
歌
山
を
抜
い
て
愛
媛
が
第
二

位
、
一
九
六
五
年
に
は
静
岡
を
追
い
抜
い
て
全
国
第
一
位
に
躍
り
出
る
。
一
九
六
〇

年
代
に
な
る
と
長
崎
、
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
、
福
岡
、
鹿
児
島
な
ど
の
九
州
勢
が
台

頭
し
愛
媛
ミ
カ
ン
王
国
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
。
戦
前
（
一
九
二
五
年
）
第
四
位
に

つ
け
て
い
た
神
奈
川
県
は
戦
後
九
州
の
新
興
諸
県
に
抜
か
れ
て
、
一
九
六
五
年
に
は

十
三
位
に
後
退
し

）
₂₂
（た
。
ミ
カ
ン
は
南
方
の
暖
か
い
地
方
の
産
物
で
あ
り
、
神
奈
川
県

は
ミ
カ
ン
の
北
限
と
も
言
わ
れ
、
酸
味
が
強
く
西
南
日
本
の
ミ
カ
ン
に
太
刀
打
ち
で

き
な
か
っ
た
。

　

日
清
戦
争
後
の
産
業
革
命
以
降
、
中
島
で
は
明
治
農
政
に
よ
る
官
主
導
で
、
ミ
カ

ン
を
主
体
と
し
た
果
樹
作
が
発
展
し
た
。
明
治
中
期
、
当
初
の
温
州
ミ
カ
ン
の
中
島

で
の
導
入
に
は
家
畜
商
・
木
綿
商
と
い
う
商
人
層
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

い
）
₂₃
（う

。
森
田
六
太
郎
は
木
綿
縞
の
行
商
で
あ
る
と
い

）
₂₄
（う

。
和
歌
山
あ
た
り
の
ミ
カ
ン

の
隆
盛
の
情
報
を
得
た
商
人
た
ち
が
、
ミ
カ
ン
の
苗
木
を
中
島
の
地
に
導
入
し
た
と

い
う
。
さ
ら
に
和
牛
取
引
の
商
人
た
ち
が
中
島
に
来
村
し
、
そ
の
資
力
で
島
の
地
主

か
ら
ミ
カ
ン
畑
を
購
入
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
村
内
の
指
導
層
で
あ
っ
た
耕
作
地
主

層
（
自
作
兼
山
林
地
主
）
が
積
極
的
に
ミ
カ
ン
栽
培
に
動
い
た
。
最
初
、
中
島
ミ
カ
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工
業
と
し
て
木
綿
縞
の
生
産
は
江
戸
時
代
か
ら
の
重
要
な
副
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
他

の
諸
島
で
は
と
り
わ
け
漁
期
に
は
漁
師
と
し
て
活
動
を
行
い
、
副
業
と
し
て
漁
業
収

入
が
補
足
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
副
業
経
営
の
展
開
は
、
耕
作
面
積
に
お
い
て

二
反
未
満
が
五
五
〜
六
五
％
と
か
な
り
高
い
島
嶼
部
特
有
の
耕
地
狭
小
の
条
件
が
影

響
し
て
い
た
。
商
業
的
農
業
の
一
つ
と
し
て
ミ
カ
ン
山
の
果
樹
栽
培
も
、
中
島
に
適

し
た
副
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
そ
の
な
か
で
も
ミ
カ
ン
は
、
中
島
の
代
表
的
な
商
品
作
物
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
シ
ョ
ウ
ガ
と
乳
牛
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
を
解
体
さ
せ
、
大
正
中

期
か
ら
昭
和
初
頭
の
発
展
を
経
て
専
業
化
し
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
飛
躍
的
に
成

長
し
定
着
し
た
。
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
中
島
の
み
な
ら
ず
忽
那
諸
島
は
す
べ
て
ミ

カ
ン
栽
培
が
普
及
し
、
忽
那
七
島
は
ほ
ぼ
ミ
カ
ン
栽
培
に
一
元
化
す
る
農
業
経
営
構

造
の
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

　

明
治
期
に
中
島
で
の
ミ
カ
ン
経
営
者
と
し
て
、
本
格
的
に
開
墾
に
よ
っ
て
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
の
は
一
九
〇
七
年
大
浦
の
俊
成
徳
太
郎
で
あ
る
と
い

）
₂₇
（う

。
泰
の
山

（
二
八
九
ｍ
）
の
山
頂
に
ミ
カ
ン
園
を
開
墾
し
た
。
泰
の
山
は
中
世
忽
那
氏
の
拠
点

で
あ
る
中
島
畑
里
の
泰
山
城
跡
で
あ
る
。
近
代
に
中
世
忽
那
一
族
の
村
長
忽
那
恕
の

ミ
カ
ン
栽
培
指
導
と
泰
の
山
ミ
カ
ン
園
の
開
発
と
い
う
よ
う
に
忽
那
一
族
と
忽
那
城

が
ミ
カ
ン
普
及
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
と
く
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
に
か
け
て
中
島
町
で
は
海
辺
の
傾
斜

地
、
山
の
傾
斜
地
が
ど
ん
ど
ん
開
墾
さ
れ
た
。
猛
烈
な
勢
い
で
山
林
が
ミ
カ
ン
園
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
一
年
調
査
（
愛
媛
県
温
泉
郡
勢
）
に
よ
る
と
、
果
樹
作
で
は
四
国
本
土
温

泉
郡
全
体
は
ナ
シ
が
五
四
％
と
最
大
で
、
ミ
カ
ン
は
二
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

中
島
で
は
七
四
％
が
ミ
カ
ン
で
あ
る
。
島
嶼
部
の
中
島
が
戦
前
か
ら
ミ
カ
ン
栽
培
に

特
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
九
二
五
年
の
愛
媛
県
の
町
村
別
柑
橘
栽
培
面
積
で
は
中
島
町
は
北
宇
和
郡
立
間

村
、
西
宇
和
郡
三
崎
村
二
次
い
で
第
三
位
の
栽
培
面
積
に
な
っ
て
い

）
₂₈
（る
。
県
内
三
大

産
地
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

愛
媛
ミ
カ
ン
が
果
樹
栽
培
で
飛
躍
し
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
好
景
気
に

よ
る
消
費
ブ
ー
ム
と
昭
和
恐
慌
後
の
二
つ
の
画
期
が
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
は
養
蚕

景
気
も
あ
り
、
果
樹
作
で
は
ナ
シ
の
方
が
好
調
で
ミ
カ
ン
は
出
遅
れ
て
い
た
。
南
予

の
養
蚕
、
東
中
予
の
ナ
シ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
に
ナ
シ

は
ヒ
メ
ク
イ
ム
シ
の
大
被
害
に
遭
い
、
さ
ら
に
昭
和
恐
慌
の
生
糸
価
格
の
暴
落
に
よ

る
養
蚕
不
況
で
、
愛
媛
で
は
ミ
カ
ン
が
一
気
に
商
品
作
物
と
し
て
注
目
さ
れ
急
速
に

発
展
す
る
。
南
予
で
桑
畑
が
ミ
カ
ン
畑
に
転
作
さ
れ
、
東
中
予
で
ナ
シ
が
ミ
カ
ン
に

転
作
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
と
く
に
昭
和
恐
慌
対
策
と
し
て
政
府
が
打
ち
出

し
た
救
農
土
木
事
業
で
は
、
愛
媛
県
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ミ
カ
ン
開
墾
に
当
て
ら
れ
た

と
い

）
₂₉
（う

。
桑
畑
か
ら
ミ
カ
ン
畑
へ
の
転
換
は
、
混
植
を
経
て
ミ
カ
ン
の
長
期
結
果
を

待
ち
な
が
ら
緩
や
か
に
進
行
し
た
こ
と
が
成
功
の
原
因
で
あ
っ
た
。
商
品
作
物
で
あ

る
桑
畑
・
養
蚕
経
営
農
家
が
新
た
な
商
業
的
農
業
と
し
て
の
ミ
カ
ン
経
営
に
移
行
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

戦
前
中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷

　

江
戸
時
代
か
ら
中
島
は
仔
牛
を
牛
船
で
京
阪
地
方
に
運
送
す
る
海
運
事
業
に
従
事

す
る
者
が
多
か
っ
た
。
近
代
に
な
っ
て
も
中
島
の
小
浜
の
牛
馬
商
は
、
阪
神
の
み
な

ら
ず
三
津
、
呉
、
馬
関
か
ら
南
予
、
九
州
、
朝
鮮
に
出
入
り
し
て
畜
牛
の
売
買
を
し

た
と
い
う
。
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
の
海
上
交
易
は
活
発
で
あ
っ
た
。
ミ
カ
ン
の
隆
盛

は
こ
の
伝
統
的
な
交
通
路
に
乗
っ
て
発
展
し
た
（
図
2
）。

　

一
九
〇
〇
年
代
に
中
島
を
中
心
と
し
て
ミ
カ
ン
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
と
、
ミ
カ
ン

は
定
期
船
で
三
津
浜
に
送
ら
れ
三
津
浜
商
人
に
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
〇

六
年
（
明
治
三
十
九
年
）
三
津
浜
に
果
物
市
場
株
式
会
社
が
成
立
し
て
い
る
。
三
津

浜
商
人
が
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
を
買
い
付
け
て
市
場
株
式
会
社
に
出
荷
、
売
却
し

た
。
ま
だ
生
産
者
に
よ
る
出
荷
組
合
が
で
き
る
前
で
あ
る
。



図 2　瀬戸内海航路図　〔出典〕『愛媛県史、近世下』14 巻 235 頁を元に作図
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な
お
、
津
和
地
で
は
一
八
八
〇
年
代
（
明
治
二
十
年
代
）
か
ら
津
和
地
商
人
が
北

宇
和
郡
の
ミ
カ
ン
主
産
地
の
積
出
港
、
吉
田
に
ミ
カ
ン
船
を
回
し
た
と
い
う
。
愛
媛

ミ
カ
ン
が
有
名
に
な
る
ま
で
は
紀
州
商
人
が
最
初
に
ミ
カ
ン
船
を
吉
田
に
回
し
紀
州

ミ
カ
ン
と
し
て
販
売
し
た
と
い
う
。
海
の
商
人
は
ミ
カ
ン
が
盛
ん
に
な
る
と
広
島
か

ら
阪
神
地
方
に
船
で
輸
送
し
た
と
い

）
₃₀
（う

。

　

も
う
一
つ
の
形
態
は
忽
那
諸
島
の
部
落
商
人
が
ミ
カ
ン
農
家
か
ら
買
い
取
り

―

こ
れ
を
「
山
売
り
」
と
言
っ
た

―
県
外
に
直
接
販
売
す
る
場
合
と
島
に
入
港
す
る

ミ
カ
ン
船
に
売
り
渡
す
場
合

―
こ
れ
を
「
浜
売
り
」
と
言
っ
た

―
が
あ
っ
た
。

後
者
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
者
の
場
合
は
部
落
問
屋
が
帆
船
を
雇
船

し
て
搬
出
し
阪
神
地
方
か
ら
関
門
に
至
る
瀬
戸
内
海
の
諸
都
市
に
売
り
さ
ば
く
の
で

あ
）
₃₁
（る

。
こ
の
部
落
問
屋
は
通
常
の
商
人
資
本
で
は
な
く
、
部
落
の
公
認
問
屋
と
し
て

部
落
で
人
選
し
て
指
名
決
定
す
る
。
さ
ら
に
一
年
間
の
営
業
許
可
の
上
で
収
益
の
一

定
部
分
を
寄
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
手
数
料
も
部
落
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。
部
落
の
共
同
体
規
制
が
強
力
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
島
外
部
の
商
人

の
介
在
が
な
く
、
ミ
カ
ン
生
産
農
家
が
部
落
の
持
ち
回
り
で
商
人
的
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
島
特
有
の
商
人
形
態
で
あ
っ
た
。

　

中
島
で
の
生
産
者
に
よ
る
共
同
出
荷
は
愛
媛
県
で
は
も
っ
と
も
早
く
一
九
〇
六
年

に
中
予
温
泉
郡
中
島
で
共
同
出
荷
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
規
約
も
な
く
中
島
大
浦
の
木
村
昌
平
、
島
田
茂
一
郎
を
中
心
に
有
志
が
相
談
の
上

共
同
出
荷
し
た
も
の
で
あ
っ

）
₃₂
（た

。
最
初
は
機
帆
船
に
百
八
十
箱
の
ミ
カ
ン
を
積
ん
で

神
戸
市
場
の
同
郷
者
に
売
っ
た
も
の
で
、
商
人
へ
の
浜
売
り
に
対
し
て
三
倍
の
値
段

で
売
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
部
落
に
よ
る
「
山
売
り
」
の
延
長
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
愛
媛
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
で
あ
る
南
予
北
宇
和
郡
立
間
村
の
共
同
集

荷
は
、
一
九
一
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
四
年
も
前
で
あ

）
₃₃
（る
。
立
間
（
吉
田

町
）
の
ミ
カ
ン
は
地
元
商
人
資
本
（
産
地
問
屋
）
や
外
部
の
ミ
カ
ン
船
の
買
い
付
け

な
ど
伝
統
商
人
の
力
が
強
く
生
産
者
の
共
同
集
荷
は
遅
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
当
時
、
農
会
も
産
業
組
合
と
な
ら
ん
で
二
大
農
業
団
体
と
し
て
、
農
業
指



表 6　郡別出荷組合設立状況
温泉郡 伊予郡 宇和郡 西宇和郡 越智郡 計

1912年
1913年
1914年 1 1
1915年
1916年 1 2 3
1917年 1 1 2
1918年 2 1 1 4
1919年 2 1 3
1920年 1 1
1921年 2 2
1922年 2 1 1 4
1923年 5 2 2 9
1924年 1 3 4
1925年 1 1 2 1 5
1926年 2 3 3 8
1927年 4 3 5 4 16
1928年 16 2 11 29
1929年 15 3 18
1930年 2 1 4 2 9
1931年 1 1 1 4 3 10
1932年 1 1 1 3
1933年 1 2 1 4
計 55 25 9 20 26 135
〔出典〕『愛媛県果樹園芸史』表 3︲24、195頁による。

写真 2　島田茂一郎翁の碑　（筆者撮影　2010 年）
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忽那諸島の蜜柑史

導
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
農
産
物
販
売
斡
旋
活
動
と
し
て
販
路
指
導
、
調
査
を

行
い
、
指
導
員
を
現
地
に
派
遣
し
調
査
指
導
し
た
。
し
か
し
農
会
は
米
麦
中
心
で
果

樹
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
い
。
愛
媛
県
に
お
い
て
は
一
九
三
一
年
県
庁

に
農
産
物
配
給
販
売
斡
旋
部
を
設
置
し
て
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
大
阪
、
東

京
、
九
州
に
駐
在
員
を
派
遣
し
戦
後
の
愛
媛
県
青
果
連
に
よ
る
市
場
駐
在
制
度
の
前

身
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
外
出
荷
に
は
全
県
的
に
出
荷
調
整
、
出
荷
協
定
を
行

っ
た
。

　

一
九
三
二
年
に
産
業
組
合
と
そ
の
傘
下
の
出
荷
組
合
で
は
、
容
器
、
荷
造
り
を
統

一
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
等
級
も
「
天
特
伊
予
の
み
か
む
」
と
い
う
七
つ
に
規

格
化
し
た
。

　

表
6
か
ら
戦
前
愛
媛
県
全
体
の
ミ
カ
ン
出
荷
組
合
の
年
次
別
設
立
状
況
を
見
る
。

郡
別
合
計
で
見
る
よ
う
に
温
泉
郡
の
出
荷
組
合
数
が
五
五
と
多
く
四
〇
％
を
占
め

る
。
次
い
で
越
智
郡
の
二
六
、
伊
予
郡
の
二
五
で
あ
り
、
中
東
予
で
七
九
％
に
達
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
ミ
カ
ン
発
祥
地
で
あ
る
宇
和
郡
の
低
さ
が
目
に
付
く
。
宇
和
郡

で
九
、
西
宇
和
郡
で
二
〇
で
あ
る
。
全
体
の
二
一
％
で
あ
る
。
販
路
に
お
い
て
生
産

者
主
導
の
中
東
予
に
対
し
て
、
商
人
主
導
の
南
予
の
対
比
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
設
立
年
次
で
は
一
九
二
六
〜
二
八
年
の
三
年
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
頭
の
ミ
カ
ン
作
の
発
展
と
産
業
組
合
法
に
も
と
づ
く
ミ
カ
ン

の
共
同
販
売
開
始
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
者
に
よ
る
下
か
ら
の
自
発
的
共
同
出
荷
が
産
業
組
合
の
ミ
カ
ン

の
共
同
販
売
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
動
き
は
中
東
予
で
は
生
産
者

主
導
で
順
調
に
推
移
し
た
が
、
南
予
で
は
同
業
組
合
が
商
人
と
生
産
者
の
混
合
で
あ

っ
た
た
め
生
産
者
の
直
接
共
同
販
売
は
大
き
な
抵
抗
に
遭
う
。
同
業
組
合
内
部
は
商

人
を
中
心
に
反
対
が
多
く
分
裂
状
態
に
陥
る
。
商
人
と
生
産
者
が
対
立
し
、
産
業
組

合
法
に
も
と
づ
き
販
売
組
合

は
生
産
者
の
み
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ

れ
は
そ
の
後
産
業
組
合
運
動

と
反
産
業
組
合
運
動
の
対
立

に
発
展
す
る
。

　

中
島
ミ
カ
ン
の
発
展
と
販

路
拡
大
に
貢
献
し
た
人
物
と

し
て
先
に
述
べ
た
島
田
茂
一

郎
が
い
る
。
彼
は
一
八
八
三

年
東
中
島
村
生
ま
れ
で
、
一

九
一
九
年
東
中
島
村
・
西
中

島
村
農
会
技
術
指
導
員
と
な

り
、
一
九
三
七
年
東
中
島
村

農
会
長
と
な
る
。
以
後
二
十



表 7　中島出荷組合（1930 年）
組合名 区域 組合数
睦月 睦月 87
大和 野忽那 24
朝日 大浦 24
高山 小浜 180
鎧掛 長師 110
天神 宮野 45
明魁 神浦 48
宇和間 宇和間 71
熊田 熊田 53
千歳 吉木 35
明穂 饒 33
丸畑 畑里 46
桑名 栗井 20
曙 上怒和 27
二名 元怒和 46
松島 二神 63
津光 津和地 27
計 939
〔出典〕前掲『愛媛の果樹産地の形
成とその変容』92頁。
〔注〕原資料は『伊予のくだもの』
（伊予果物同業組合、1932年）によ
る。
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年
間
に
わ
た
り
ミ
カ
ン
栽
培
の
指
導
・
普
及
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
。
彼
の
記
念
碑
が

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
農
協
中
島
支
所
の
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
（
写
真
2
）。

　

島
田
茂
一
郎
は
、
一
九
〇
七
年
ご
ろ
誤
っ
て
折
損
し
切
除
し
た
枝
か
ら
ミ
カ
ン
の

整
技
剪
定
を
生
産
技
術
と
し
て
確
立
普
及
し
た
農
業
技
術
者
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三

八
、
九
年
の
新
技
術
に
よ
っ
て
ミ
カ
ン
の
隔
年
結
果
防
止
が
完
成
し
、
中
島
ミ
カ
ン

は
い
ち
早
く
み
か
ん
主
産
地
の
地
位
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
業
績
に
よ
り
島

田
茂
一
郎
は
「
蜜
柑
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

さ
ら
に
彼
は
、
山
田
友
太
郎
、
倉
岡
金
次
郎
、
木
村
庄
平
ら
と
い
ち
早
く
出
荷
組

合
結
成
に
動
き
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
「
朝
日
組
合
」
を
組
織
し
、
ミ
カ
ン

市
場
開
拓
に
お
い
て
も
神
戸
市
場
、
大
阪
市
場
に
も
販
路
を
広
げ
た
。
一
九
三
二
年

の
出
荷
実
績
で
は
朝
日
組
合
は
四
万
四
五
五
〇
箱
で
伊
予
果
物
同
業
組
合
内
の
第
一

位
と
な
っ
て
い
る
。
二
位
と
は
倍
以
上
の
差
を
つ
け
て
い

）
₃₄
（た
。

　

表
7
に
見
る
よ
う
に
部
落
出
荷
組
合
は
十
七
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
昭
和
初
頭
に

ミ
カ
ン
出
荷
組
合
員
は
九
三
九
人
、
最
大
は
東
中
島
村
小
浜
の
高
山
組
合
で
あ
る
。

最
少
は
同
村
栗
井
の
桑
名
組
合
で
あ
る
。
二
神
は
松
島
組
合
六
三
人
で
中
規
模
組
合

で
あ
る
。
村
別
に
集
計
す
る
と
東
中
島
村
六
四
二
人
、
西
中
島
村
二
三
人
、
睦
野
村

一
一
一
人
、
神
和
村
一
六
三
人
で
あ
る
。

　

一
九
一
三
年
に
結
成
さ
れ
た
伊
予
果
物
同
業
組
合
に
加
盟
し
、
中
島
ミ
カ
ン
の
販

路
を
島
外
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
中
島
で
九
組
合
に
ミ
カ
ン
の
選
別
を
共
同
で

行
う
共
選
組
合
が
結
成
さ
れ
、
二
神
島
で
は
松
島
組
合
で
共
選
が
行
わ
れ
た
。

　

一
九
二
九
年
に
は
伊
予
購
買
販
売
組
合
設
立
と
と
も
に
、
伊
予
果
物
同
業
組
合
中

島
支
所
が
大
浦
に
設
置
さ
れ
、
忽
那
諸
島
全
体
の
集
荷
統
制
の
中
心
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
出
荷
組
合
は
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
同
業
組
合
の
下
部
組
織
で
あ
り
、
産
業

組
合
の
下
部
組
織
と
な
っ
た
。

　

二
神
島
の
出
荷
組
合
、
松
島
共
撰
組
合
の
例
で
は
発
足
時
の
組
合
員
は
三
〇
戸
ぐ

ら
い
で
、
農
家
ご
と
庭
先
で
選
果
機
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
四
箱
か
ら
二
十
箱
を
木
箱

に
詰
め
て
、
大
浦
か
ら
就
航
す
る
機
帆
船
に
積
み
込
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
二
神
で

は
船
積
み
で
き
る
港
が
な
い
の
で
乗
客
用
汽
船
に
積
ん
で
中
島
大
浦
に
回
し
た
と

い
）
₃₅
（う

。

　

し
か
し
、
一
九
二
九
年
の
二
神
島
の
ミ
カ
ン
経
営
農
家
数
は
全
体
の
二
割
に
満
た

な
い
。
一
九
三
五
年
に
二
神
の
共
同
出
荷
戸
数
は
六
三
戸
に
増
加
す
る
が
そ
れ
で
も

二
神
島
全
島
一
六
〇
戸
の
四
割
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
ミ
カ
ン
農
民
は
山
を
開
墾
で
き

る
資
力
を
有
す
る
耕
作
地
主
か
ら
上
層
農
民
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
二

神
島
の
ミ
カ
ン
導
入
の
遅
れ
は
中
農
層
の
薄
さ
と
関
係
し
て
い
よ
う
。

3　

戦
前
中
島
ミ
カ
ン
の
販
路

　

戦
前
、
愛
媛
ミ
カ
ン
の
輸
送
は
、
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
が
基
本
で
あ
っ
た
。
愛

媛
県
の
鉄
道
開
通
は
遅
く
予
讃
線
が
高
松
か
ら
松
山
ま
で
開
通
し
た
の
は
一
九
二
七

年
、
南
予
の
宇
和
島
ま
で
開
通
し
た
の
は
一
九
四
五
年
ま
で
か
か
る
。
こ
の
た
め
南

予
の
ミ
カ
ン
は
ほ
ぼ
海
上
輸
送
で
あ
り
、
中
予
で
は
昭
和
か
ら
一
部
鉄
道
輸
送
で
松

山
、
今
治
、
高
松
か
ら
宇
高
連
絡
船
で
阪
神
、
京
浜
市
場
に
出
荷
す
る
ル
ー
ト
も
開

け
、
陸
地
部
ミ
カ
ン
園
で
は
鉄
道
利
用
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
従
来
通
り

の
松
山
市
三
津
港
か
ら
糸
崎
、
神
戸
、
大
阪
の
定
期
船
で
ミ
カ
ン
箱
を
運
ぶ
こ
と
も

続
い
た
。
こ
の
原
因
は
機
帆
船
輸
送
よ
り
鉄
道
運
賃
が
高
い
こ
と
も
原
因
で
あ
っ



表 8　中島ミカン阪神朝鮮出荷総個数（1941 年）
実数（個） 割合（％）

大阪 113,855 69.3
神戸 46,383 28.2
朝鮮 4,094 2.5
合計 164,332 100.0
〔出典〕『神和三島誌』（神和語り部の会、1989年）239︲
240頁より作成。
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忽那諸島の蜜柑史

た
。
と
り
わ
け
島
嶼
部
の
忽
那
諸
島
、
大
三
島
を
中
心
と
し
た
島
嶼
部
の
ミ
カ
ン
輸

送
は
、
現
在
の
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
を
通
っ
て
広
島
県
の
糸
崎
港
を
経
て
阪
神
、

京
浜
市
場
へ
と
鉄
道
輸
送
す
る
方
法
が
多
く
利
用
さ
れ
た
。
風
の
み
の
帆
船
か
ら
動

力
と
付
け
た
機
帆
船
が
登
場
す
る
の
は
、
静
岡
県
が
先
駆
で
一
九
〇
六
年
の
こ
と
と

い
う
。
中
島
で
機
帆
船
が
初
め
に
登
場
す
る
の
は
一
九
二
五
年
中
島
栗
井
で
あ
っ
た

と
い
う
。
中
島
・
栗
井
も
先
に
述
べ
た
睦
月
島
と
同
じ
く
瀬
戸
内
海
「
沖
乗
り
」
ル

ー
ト
か
ら
少
し
離
れ
た
「
風
待
ち
」「
潮
待
ち
」
の
港
町
で
あ
る
。
こ
の
た
め
早
く

か
ら
海
運
業
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ミ
カ
ン
船
は
帆
船
か
ら
機
帆
船
に
変
わ
り

な
が
ら
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
を
広
島
、
阪
神
市
場
に
運
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
①
島
嶼
部
の
各
港
か
ら
機
帆
船
ま
た
は

定
期
船
で
神
戸
ま
で
の
海
路
輸
送
、
神
戸
で
鉄
道
輸
送
に
切
り
替
え
て
東
京
ま
で
、

②
島
嶼
部
の
各
港
か
ら
広
島
県
糸
崎
ま
で
海
路
輸
送
で
、
糸
崎
駅
か
ら
鉄
道
輸
送
で

神
戸
、
東
京
ま
で
、
③
予
讃
線
で
宇
高
連
絡
船
を
経
て
神
戸
、
大
阪
、
東
京
へ
の
三

ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
い

）
₃₆
（う

。

　

ミ
カ
ン
の
市
場
拡
大
、
販
路
開
拓
は
、
一
九
〇
〇
年
同
業
組
合
法
の
制
定
に
よ
り

商
品
規
格
の
統
一
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
。
同
業
組
合
の
役
割
は
輸

移
出
検
査
、
指
導
奨
励
、
販
売
斡
旋
が
三
つ
の
事
業
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
和
歌
山

県
の
有
田
柑
橘
同
業
組
合
、
静
岡
県
の
庵
原
郡
柑
橘
同
業
組
合
を
は
じ
め
と
し
て
先

進
県
か
ら
ミ
カ
ン
の
同
業
組
合
が
設
置
さ
れ
る
。
愛
媛
県
で
は
一
九
一
三
年
に
中
予

（
松
山
市
、
温
泉
郡
、
伊
予
郡
）
の
伊
予
同
業
組
合
、
一
九
一
四
年
南
予
（
宇
和
島

市
、
宇
和
郡
）
の
宇
和
柑
橘
同
業
組
合
、
一
九
一
六
年
東
予
（
今
治
市
、
越
智
郡
）
の

越
智
同
業
組
合
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。
大
正
初
頭
の
一
九
一
〇
年
代
が
愛

媛
に
お
け
る
商
品
作
物
と
し
て
の
ミ
カ
ン
作
発
展
の
画
期
で
あ
る
。

　

ま
た
、
松
山
・
温
泉
郡
の
伊
予
同
業
組
合
が
生
産
者
の
み
を
組
合
員
と
し
て
設
立

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
業
組
合
は
地
元
商
人
（
三
津
浜
）
に
対
抗
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
同
業
組
合
で
は
個
人
出
荷
よ
り
便
利
と
し
て
生
産
者
の
共
同
出
荷
を
推
奨

し
た
。
一
九
二
九
年
に
伊
予
果
物
同
業
組
合
は
産
業
組
合
法
に
基
づ
き
伊
予
果
物
購

買
販
売
組
合
を
設
立
し
て
生
産
者
団
体
と
し
て
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
同
じ
一
九
二
九
年
、
産
業
組
合
法
に
よ
る
宇
和
柑
橘
販
売
購
買
組
合
は
同
業

組
合
の
商
人
層
に
よ
る
激
し
い
反
対
に
遭
う
。
中
予
（
温
泉
郡
）
と
東
予
（
越
智
郡
）

の
果
物
同
業
組
合
が
生
産
者
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南
予
（
宇
和
郡
）
の
柑
橘

同
業
組
合
の
組
合
員
は
商
人
と
生
産
者
が
含
ま
れ
る
。
生
産
者
農
民
と
商
人
の
対
立

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
業
組
合
の
中
東
予
と
南
予
の
差
異
は
大
き
い
。

　

表
8
を
見
る
と
戦
前
中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷
先
の
割
合
が
わ
か
る
。
最
大
の
出
荷
市

場
は
大
阪
で
あ
る
。
全
体
の
六
九
％
を
占
め
る
。
次
い
で
神
戸
が
二
八
％
、
朝
鮮
は

二
・
五
％
で
あ
る
。
阪
神
市
場
が
圧
倒
的
あ
り
、
朝
鮮
は
少
な
い
。
こ
れ
は
戦
時
下

の
船
舶
輸
送
の
関
係
も
あ
り
、
一
九
三
五
年
ご
ろ
は
も
っ
と
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
島
ミ
カ
ン
の
一
九
二
九
年
で
の
販
路
は
、
関
門
市
場
と
阪

神
市
場
が
二
大
市
場
で
あ
る
。
満
洲
事
変
後
に
大
陸
出
荷
も
始
ま
り
、
朝
鮮
・
満
洲

へ
の
出
荷
も
急
増
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
優
良
品
は
阪
神
市
場
へ
、
良
品
は

大
陸
市
場
へ
と
振
り
分
け
ら
れ
二
大
市
場
が
確
立
す
る
。

　

輸
送
方
法
は
国
内
で
は
中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷
は
一
〇

〇
％
機
帆
船
（
発
動
船
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
陸
地
の

伊
予
果
物
組
合
の
出
荷
（
一
九
三
二
年
）
で
は
汽
車
三

六
％
、
汽
船
三
一
％
、
発
動
船
三
三
％
で
あ
っ
た
と

い
）
₃₇
（う

。

　

満
洲
へ
の
出
荷
は
、
各
港
か
ら
関
門
ま
で
機
帆
船
、

ま
た
は
定
期
便
で
、
そ
こ
で
積
み
替
え
て
大
連
ま
で
定

期
便
で
送
ら
れ
た
。
朝
鮮
へ
は
機
帆
船
で
釜
山
へ
、
釜

山
で
鉄
道
に
積
み
替
え
て
京
城
へ
、
中
国
へ
は
関
門
か

ら
青
島
航
路
、
天
津
航
路
が
利
用
さ
れ
た
。
満
洲
・
朝

鮮
出
荷
の
八
割
は
伊
予
果
物
同
業
組
合
で
あ
っ
た
と
い

う
。
中
島
ミ
カ
ン
も
戦
前
は
伊
予
果
物
同
業
組
合
に
加

盟
し
て
い
た
の
で
三
津
浜
、
郡
中
港
か
ら
ミ
カ
ン
を
大
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陸
に
出
荷
し
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
、
大
陸
輸
送
で
は
南
予
や
和
歌
山
、
静
岡
よ
り
制

内
海
を
利
用
す
る
た
め
海
路
の
有
利
が
中
予
か
ら
島
嶼
部
ミ
カ
ン
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
時
期
に
ミ
カ
ン
輸
送
は
不
要
不
急
物
資
と
し
て
輸
送

は
次
第
に
困
難
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ミ
カ
ン
輸
出
は
続
け
ら
れ
た
。

　

愛
媛
県
農
会
技
師
の
話
で
は
「
伊
予
果
物
そ
の
も
の
も
満
鮮
支
の
方
へ
の
拡
張
が

な
か
っ
た
ら
伊
予
果
物
は
あ
れ
だ
け
の
発
展
は
し
て
お
ら
な
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
植
民
地
支
配
の
拡
大
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ

）
₃₈
（る

。

　

こ
の
時
代
、
中
島
ミ
カ
ン
の
よ
う
な
島
嶼
部
の
ミ
カ
ン
は
、
陸
地
部
の
ミ
カ
ン
よ

り
品
質
が
よ
い
と
さ
れ
て
、
販
路
に
お
い
て
は
、
主
に
阪
神
市
場
、
朝
鮮
（
京
城
）

市
場
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
陸
地
部
の
ミ
カ
ン
は
主
に
東
京
市
・
京
都
市

場
、
大
連
市
場
に
向
け
ら
れ
た
と
い

）
₃₉
（う

。

　

こ
う
し
て
中
島
ミ
カ
ン
は
一
九
三
四
年
ご
ろ
に
「
色
と
味
に
お
い
て
『
日
本
一
』

な
り
と
の
名
声
を
博
す
る
黄
金
時
代
を
築
き
上
げ
た
」
と
言
わ
れ
て
い

）
₄₀
（る

。

　

一
九
三
五
年
の
ミ
カ
ン
生
産
面
積
で
は
、
戦
後
の
町
村
合
併
後
（
一
九
六
六
年
）

の
吉
田
町
の
範
囲
で
は
三
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
同
じ
く
中
島
町
で
は
三
八
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

）
₄₁
（る

。
愛
媛
ミ
カ
ン
の
先
進
地
を
中
島
ミ
カ
ン
が
凌
駕
し
た
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
中
島
ミ
カ
ン
の
絶
頂
期
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
青
果
物

配
給
統
制
規
則
に
よ
り
、
ミ
カ
ン
も
国
家
統
制
の
対
象
品
目
と
な
り
、
自
由
な
出
荷

販
売
は
出
来
な
く
な
る
。
商
人
を
中
心
と
し
た
同
業
組
合
お
よ
び
産
業
組
合
の
販
売

組
合
は
戦
時
統
制
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
、
四
四
年

に
は
ミ
カ
ン
は
不
要
不
急
の
作
物
と
し
て
、
食
糧
増
産
の
掛
け
声
の
も
と
に
イ
モ
類

な
ど
の
食
糧
に
強
制
転
作
が
な
さ
れ
た
。
と
く
に
愛
媛
県
の
相
川
勝
六
知
事
は
ミ
カ

ン
の
整
理
伐
採
に
熱
心
で
農
林
省
支
持
の
一
割
減
反
に
対
し
て
二
割
減
反
を
強
行
し

た
と
い

）
₄₂
（う
。
愛
媛
ミ
カ
ン
は
最
盛
期
の
一
九
四
〇
年
か
ら
敗
戦
時
の
一
九
四
五
年
に

ミ
カ
ン
栽
培
は
半
分
に
減
少
し
見
る
影
も
な
く
衰
退
し
た
。

Ⅲ　

戦
後
の
中
島
ミ
カ
ン

1　

中
島
ミ
カ
ン
戦
後
の
発
展

　

戦
時
下
の
ミ
カ
ン
栽
培
の
縮
減
の
あ
と
、
敗
戦
直
後
に
青
果
物
統
制
は
廃
止
さ

れ
、
復
興
と
高
度
成
長
を
経
て
ミ
カ
ン
栽
培
は
再
び
復
活
す
る
。
生
産
量
で
は
一
九

五
二
年
、
栽
培
面
積
で
は
一
九
五
六
年
に
戦
前
水
準
を
凌
駕
し
た
。
愛
媛
県
で
は
一

九
五
五
年
の
高
度
成
長
以
後
、
年
々
一
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
・
増
殖
が
行
わ

れ
て
い
る
。
伊
予
柑
も
戦
後
急
成
長
し
、
と
く
に
中
予
（
温
泉
郡
・
伊
予
郡
）
の
特

産
品
と
な
る
。
一
九
六
六
年
で
は
中
予
が
七
二
％
、
南
予
（
宇
和
郡
）
が
一
六
％
、

東
予
（
越
智
郡
）
が
一
二
％
で
あ

）
₄₃
（る

。
戦
前
の
島
ミ
カ
ン
は
温
泉
郡
中
島
町
が
有
名

で
あ
る
が
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は
越
智
郡
の
島
嶼
部
と
し
て
、
岡
村
島
、
大
三

島
な
ど
が
急
成
長
す
る
。
岡
村
島
の
開
前
村
は
一
九
五
〇
年
で
一
三
一
ha
も
ミ
カ
ン

園
が
あ
る
ミ
カ
ン
の
島
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
広
島
県
に
近
く
大
長
村
の
人
が
出
作

で
あ
っ
た
。
大
三
島
も
戦
後
ミ
カ
ン
園
は
一
〇
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
殖
す
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
温
泉
郡
の
島
嶼
部
、
中
島
町
は
、
戦
後
か
ら
一
九
六
三
年
ま

で
に
忽
那
諸
島
の
全
島
四
町
村
が
合
併
し
、
一
九
六
六
年
温
州
ミ
カ
ン
一
二
三
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
純
ミ
カ
ン
の
島
と
な
っ
た
。
戦
前
最
盛
期
の
中
島
四
町
村
の
ミ

カ
ン
は
三
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
か
ら
三
倍
の
伸
び
率
で
あ
る
。
戦
後
は
松
山
市

と
な
る
陸
地
部
の
ミ
カ
ン
増
殖
が
進
み
同
年
一
五
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
中
島
町
を
凌

駕
す
る
大
産
地
と
な
る
。

　

表
9
か
ら
戦
後
中
島
で
の
温
州
ミ
カ
ン
栽
培
面
積
の
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に

驚
か
さ
れ
る
。
ミ
カ
ン
は
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
六
三
年
に
か
け
て
三
・
四
倍
に
伸

び
て
い
る
。
さ
ら
に
伊
予
柑
は
こ
の
間
に
三
・
五
倍
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
海

辺
の
傾
斜
地
の
山
林
開
拓
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六

〇
年
に
か
け
て
の
栽
培
面
積
の
増
加
が
著
し
い
。
戦
後
開
拓
に
よ
る
ミ
カ
ン
栽
培
地

の
急
激
な
拡
大
を
、
高
度
成
長
の
大
衆
購
買
力
の
増
加
が
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。



表 10　島別ミカン生産額（1965 年）
 （千円）

生産額 割合（％） 1戸当生産額
中島 810,423 65.6 707.8
睦月島 135,894 11.0 644.1
怒和島 103,774 8.4 501.3
津和地島 96,361 7.8 481.8
二神島 63,005 5.1 504.0
野忽那島 25,943 2.1 381.5
〔出典〕『愛媛県忽那諸島経済調査報告』102頁､
表 57による。

表 9　戦後中島ミカンの発展
� （ha）

温州ミカン 伸び率 伊予柑 伸び率
1950年 414 100.0 34.0 100.0
1955年 675 163.5 55.0 161.7
1960年 1,266 306.2 110.0 323.5
1975年 1,204 291.3 544.6 1600.0
1992年 626 151.6 905.0 2661.7
〔出典〕『中島町誌』中島町誌編纂委員会、1968
年、214表、『中島町統計書』1980年、『中島町資
料編』2007年より作成。

図 3　中島ミカンの分布　〔出典〕　窪田重治『愛媛果樹産地の形成とその変容』104 頁を元に作成。
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一
九
六
一
年
の
農
業
基
本
法
に
よ
る
政
府
の
果
樹
、
畜
産
、
蔬
菜
な
ど
選
択
的
拡

大
路
線
の
波
に
乗
り
、
果
樹
振
興
法
と
相
ま
っ
て
ミ
カ
ン
栽
培
は
急
成
長
し
た
。
一

九
七
二
年
に
は
中
島
町
の
温
州
ミ
カ
ン
の
栽
培
面
積
は
一
三
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
最
大
を
記
録
し
た
。
一
九
七
七
年
に
は
中
島
で
は
水
田
が
皆
無
に
な
っ
た
。
す
べ

て
ミ
カ
ン
に
転
作
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
中
島
町
で
は
果
樹
作
収
入
が
農
産
物
全
販

売
の
八
割
以
上
を
超
え
る
農
家
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。
中
島
町
は
ミ
カ
ン
専

業
地
帯
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
支
え
た
の
は
山
林
傾
斜
地
の
開
墾
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
一
五
七
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
山
林
が
一
九
八
〇
年
に
は
五
九
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
ほ
ぼ
三
分
の
一

に
な
っ
て
い
る
。
戦
前
の
一
九
三
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
の
二
つ
の
ミ
カ
ン
畑
開

墾
の
画
期
を
経
て
、
中
島
町
は
ミ
カ
ン
の
専
業
地
帯
と
な
っ
た
。

　

表
10
で
は
島
別
の
ミ
カ
ン
の
生
産
額
の
比
較
が
わ
か
る
。
中
島
が
最
大
の
生
産
地

で
あ
り
、
次
い
で
睦
月
、
怒
和
、
津
和
地
、
二
神
、
野
忽
那
と
続
く
。
一
戸
当
た
り

生
産
額
の
大
き
さ
も
こ
の
順
序
で
あ
る
が
、
そ
の
差
も
大
き
い
。
中
島
と
野
忽
那
島

で
は
二
二
万
円
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
ミ
カ
ン
園
の
規
模
の
大
き
さ
で
も
あ
る
。
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ベ
ル
の
ミ
カ
ン
集
荷
・
出
荷
組
織
と
し
て
連
合
会
で
な
く
単
一
組
織
で
組
合
員
八
〇

〇
〇
人
を
擁
す
る
大
組
合
で
あ
る
。
そ
の
傘
下
に
出
荷
組
合
が
入
る
。

　

中
島
で
は
、
一
九
四
七
年
県
果
樹
試
験
場
長
薬
師
寺
清
司
に
よ
り
果
樹
園
芸
研
究

青
年
同
志
会
が
設
立
さ
れ
る
と
す
ぐ
こ
れ
に
呼
応
し
て
同
同
志
会
中
島
支
部
が
結
成

さ
れ
、
同
年
彼
ら
を
中
心
と
し
て
中
島
町
・
忽
那
諸
島
全
域
で
「
中
島
園
芸
協
同
組

合
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
組
合
は
二
年
間
の
活
動
で
終
わ
る
。
一
九
四
八
年
中
島

農
協
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
で
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
農
協
に
は
忽
那
諸
島
の
四
村
の
農
民

が
加
入
し
た
。
さ
ら
に
同
年
に
大
浦
農
産
加
工
組
合
が
設
立
さ
れ
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス

の
加
工
製
品
化
を
進
め
、
一
九
五
四
年
に
中
予
島
嶼
部
農
産
農
協
に
発
展
す
る
。
本

格
的
な
ジ
ュ
ー
ス
工
場
を
設
立
し
て
い
る
。

　

占
領
が
終
わ
る
と
一
九
五
二
年
か
ら
中
島
の
中
心
部
大
浦
に
ミ
カ
ン
出
荷
の
農
事

組
合
が
設
立
さ
れ
、
島
内
中
心
に
十
七
組
合
が
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
は
戦
前
各
村
・

部
落
単
位
に
設
立
さ
れ
た
出
荷
組
合
の
復
活
で
あ
る
。
さ
ら
に
共
同
集
荷
の
一
元
化

が
進
み
、
輸
送
の
一
元
化
と
市
場
入
荷
量
調
節
の
た
め
に
、
一
九
五
五
年
に
中
島
青

果
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
中
青
連
）
が
発
足
し
た
。
郡
レ
ベ
ル
の
温
泉
青
果
農
協

に
は
加
盟
せ
ず
に
島
嶼
部
の
ミ
カ
ン
生
産
者
団
体
と
し
て
独
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
島
ミ
カ
ン
の
独
立
し
た
戦
後
集
荷
体
制
が
成
立
し
た
。
一
九
六
一
年
に
は
中
島

町
に
あ
る
農
協
は
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
㊥
マ
ー
ク
で
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
こ
の
時
中
島
で
最
も
古
い
出
荷
組
合
で
あ
る
大
浦
の
朝
日
組
合
（
あ
さ
ひ
組

合
）
は
参
加
し
て
い
な
い
（
一
九
七
九
年
統
合
）。

　

中
島
ミ
カ
ン
は
一
九
五
五
年
に
戦
前
の
水
準
を
突
破
す
る
ま
で
に
回
復
し

）
₄₅
（た

。
ま

さ
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
た
高
度
成
長
の
開
始
の
と
き
で
あ
っ

た
。
愛
媛
県
は
一
九
六
三
年
に
ミ
カ
ン
生
産
で
は
静
岡
県
を
抜
き
日
本
一
の
座
に
就

く
。
こ
の
と
き
中
島
ミ
カ
ン
は
全
国
の
八
・
七
％
を
占
め
て
い
た
。
集
荷
の
実
績
は

こ
の
時
、
東
中
島
地
区
五
五
％
、
西
中
島
地
区
一
八
％
、
神
和
地
区
一
六
％
、
睦
野

地
区
の
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
輸
送
は
各
出
荷
組
合
（
共
選
場
）
単
位
に
指
令
さ

れ
お
り
、
機
帆
船
七
五
％
、
貨
物
船
一
五
％
、
鉄
道
一
五
％
で
あ
る
。
島
嶼
部
と
い

　

窪
田
重
治
の
作
成
し
た
地
図
に
よ
る
と
（
図
3
）、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六

年
）
で
は
忽
那
諸
島
に
広
が
る
中
島
ミ
カ
ン
は
中
島
、
睦
月
島
を
中
心
に
小
さ
い
範

囲
で
あ
っ
た
が
一
九
七
二
年
は
忽
那
諸
島
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2　

中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷
体
制

　

戦
後
の
ミ
カ
ン
作
の
復
興
に
お
い
て
愛
媛
県
は
先
進
的
で
あ
る
。
戦
後
い
ち
早
く

郡
レ
ベ
ル
の
専
門
農
協
系
出
荷
組
合
が
結
成
さ
れ
、
一
九
四
八
年
七
月
に
中
予
の
伊

予
園
芸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
筆
頭
に
、
九
月
に
は
温
泉
青
果
農
協
が
続
き
、
東

予
、
南
予
の
各
郡
に
青
果
農
協
が
設
立
さ
れ
、
最
後
に
一
九
五
三
年
六
月
に
越
智
郡

園
芸
農
協
設
立
に
よ
り
全
県
の
ミ
カ
ン
専
門
農
協
組
織
が
完
成
す
る
。

　

県
段
階
の
ミ
カ
ン
中
央
組
織
も
、
戦
争
直
後
に
農
業
会
青
果
課
が
独
立
し
て
一
九

四
七
年
県
園
芸
協
同
組
合
連
合
会
を
結
成
す
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
導
の
民
主
化
政
策
で

批
判
さ
れ
半
年
後
に
解
散
し
、
戦
前
の
旧
同
業
組
合
系
が
主
導
権
を
握
っ
て
旧
農
会

系
を
駆
逐
し
て
、
一
九
四
八
年
十
月
に
県
青
果
農
協
連
を
結
成
す
る
。
こ
れ
が
現
在

の
県
青
果
連
で
あ
る
。
県
青
果
連
は
宇
和
、
西
宇
和
、
喜
多
、
伊
予
、
温
泉
の
郡
五

組
合
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
宇
摩
、
周
桑
、
越
智
、
新
居
を
組
み
込
む
。

　

県
青
果
連
の
担
い
手
は
、
生
産
者
の
出
荷
組
合
で
あ
る
共
撰
組
合
が
主
体
で
あ
っ

た
。
戦
前
同
業
組
合
と
言
っ
て
も
商
人
系
統
で
は
な
く
、
戦
後
の
県
外
移
出
も
戦
前

の
出
荷
組
合
が
、
シ
ェ
ア
の
八
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
取
引
の
担
い
手
は
生
産
者
で

あ
っ
た
。
戦
時
統
制
機
関
化
し
た
出
荷
組
合
が
戦
後
自
発
的
組
織
化
の
中
で
息
を
吹

き
返
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
背
景
は
戦
時
中
の
統
制
経
済
が
商
人
系
統
に
決
定
的
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
お
り
、
戦
後
す
ぐ
に
商
人
た
ち
が
ミ
カ
ン
出
荷
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
時
と
戦
後
の
連
続
性
を
示
す
も
の
と
い
え

よ
う
。
戦
時
の
連
続
性
と
言
っ
て
も
統
制
機
関
と
し
て
農
業
会
・
農
会
系
統
が
そ
の

ま
ま
残
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ

）
₄₄
（る

。

　

温
泉
青
果
農
協
は
戦
前
の
伊
予
果
物
同
業
組
合
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
郡
レ



写真 3　中島選果場　（筆者撮影　2010 年）

表 11　愛媛県果実の市場別出荷割合の変遷
� （％）

京浜 京阪神 広島・呉 関門・北九州 その他・県外 外地 計
戦前（1934・35年平均） 22 27 7 9 24 11 100
戦中（1944年） 6 31 12 12 14 25 100
戦後（1950︲52年平均） 51 34 3 3 7 2 100
〔出典〕前掲『愛媛県果樹園芸史』表 4︲54、469頁
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忽那諸島の蜜柑史

う
集
荷
条
件
の
た
め
鉄
道
で
な
く
、
機
帆
船
輸
送
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
の
大
合
併
で
、
一
九
五
九
年
に
東
中
島
村
（
中
島
）
が

神
和
村
（
二
神
島
、
怒
和
島
）
と
合
併
し
中
島
町
が
誕
生
し
、
一
九
六
〇
年
に
睦
野

村
（
睦
月
島
、
野
忽
那
島
）、
そ
し
て
一
九
六
三
年
に
西
中
島
村
（
中
島
）
を
統
合
し

た
。
忽
那
諸
島
の
全
村
が
中
島
町
に
統
合
さ
れ
た
時
が
一
九
六
三
年
で
あ
る
。
こ
の

時
が
戦
後
中
島
ミ
カ
ン
発
展
の
画
期
と
な
っ
た
。

　

一
九
六
五
年
に
中
島
町
（
島
嶼
単
位
）
の
七
つ
の
農
協
、
十
七
の
出
荷
組
合
、
そ

し
て
中
青
連
の
合
併
に
よ
る
中
島
町
の
農
協
へ
の
一
元
化
が
達
成
さ
れ
る
。
新
生
の

中
島
青
果
農
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
こ
の
時
、
十
七
の
出
荷
組
合
は
農
協
に
統
合
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ミ
カ
ン
の
共
同
選
果
（
共
選
）
は
第
一
共
選
、
第
二
共
選
に
統
合

さ
れ
た
。
第
一
共
選
は
東
中
島
村
を
中
心
に
、
二
神
を
含
む
神
和
村
、
睦
野
村
の
範

囲
の
大
浦
、
小
浜
、
長
師
、

宮
野
、
神
浦
、
二
神
、
元
怒

和
、
上
怒
和
、
津
和
地
、
野

忽
那
、
睦
月
の
各
支
部
と
な

り
、
第
二
共
選
は
西
中
島
村

の
範
囲
の
宇
和
間
、
熊
田
、

饒
、
吉
木
、
畑
里
各
支
部
と

な
っ
た
。
西
中
島
地
区
が
東

中
島
へ
の
統
合
を
嫌
っ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
草
分
け
の

出
荷
組
合
で
あ
る
大
浦
の
あ

さ
ひ
組
合
も
統
合
せ
ず
単
独

組
合
と
な
っ
た
。
西
中
島
地

区
の
栗
井
と
睦
月
地
区
の
一

部
も
統
合
せ
ず
単
独
共
撰
と

し
て
残
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
六
三
年
忽
那
諸
島
の
中
島
町
へ
の
統
合
、
一
九
六
五
年
中

島
町
七
農
協
と
中
青
連
の
統
一
、
一
九
六
六
年
中
央
選
果
場
（
写
真
3
）
の
統
一
化

と
発
足
を
経
て
、
愛
媛
ミ
カ
ン
の
中
で
中
島
ミ
カ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
が
完
成
す

る
。
こ
の
と
き
中
島
ミ
カ
ン
は
、
中
島
青
果
農
業
協
同
組
合
と
し
て
温
泉
郡
の
温
泉

青
果
農
業
協
同
組
合
、
県
の
愛
媛
県
青
果
販
売
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
も
加
入
せ

ず
単
独
組
合
と
し
て
独
自
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
中

島
ミ
カ
ン
の
自
立
性
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
一

九
六
〇
年
代
中
期
に
「
中
島
ミ
カ
ン
」
は
、
全
国
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
後
、
一
九
六

〇
年
代
が
中
島
ミ
カ
ン
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。

　

全
国
的
に
も
果
樹
の
占
め
る
割
合
は
一
九
六
四
年
で
全

農
産
物
価
額
の
中
の
七
％
で
あ
っ
た
が
、
愛
媛
県
で
は
コ

メ
と
ミ
カ
ン
が
五
〇
％
と
半
々
を
占
め
て
お
り
、
全
農
産

物
で
は
ミ
カ
ン
、
コ
メ
、
麦
な
ど
そ
の
他
の
農
産
物
が
三

分
の
一
ず
つ
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
の
愛
媛
県
農
業
に
お

け
る
ミ
カ
ン
栽
培
の
位
置
が
分
か
ろ
う
。

3　

中
島
ミ
カ
ン
の
販
路

　

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に
愛
媛
ミ
カ
ン
の
販
路
は
大
き
く

変
化
す
る
。

　

表
11
か
ら
戦
前
と
戦
後
の
愛
媛
県
果
実
の
販
路
の
変
遷

を
見
る
。
こ
の
表
は
果
物
全
体
な
の
で
温
州
ミ
カ
ン
、
夏

ミ
カ
ン
を
中
心
に
ナ
シ
、
モ
モ
、
ビ
ワ
、
ク
リ
、
カ
キ
を

含
む
。
戦
前
で
は
ミ
カ
ン
が
六
二
％
、
戦
中
で
は
九
一

％
、
戦
後
で
は
八
二
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
戦

前
の
販
路
は
京
阪
神
が
一
番
多
く
、
戦
時
中
に
は
鉄
道
輸



表 12　温泉郡ミカン輸送実績（1950-58 年）
鉄道 機帆船 本船 計

1950年 1,316 4,218 84 5,618
割合 23.5 75.0 1.5 100.0
1958年 10,700 1,100 11,800
割合 90.7 9.3 100.0
〔出典〕前掲『愛媛県果樹園芸史』表 4︲97、表 4︲98
より作成
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線
に
、
ミ
カ
ン
専
用
列
車
が
走
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
画
期
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
愛
媛
ミ
カ
ン
の
中
で
中
島
ミ
カ
ン
は
島
ミ
カ
ン
で
あ
る
た
め
鉄
道
輸
送

よ
り
海
上
輸
送
を
維
持
す
る
度
合
い
が
強
か
っ
た
。
中
島
ミ
カ
ン
輸
送
に
か
か
わ
っ

た
中
島
大
浦
の
一
杯
船
主
の
聞
書
き
が
残
っ
て
い

）
₄₇
（る
。

　

一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
黒
川
利
勝
の
話
で
は
、
祖
父
の
代
か
ら
一
〇
ト
ン
の
小
船

で
海
運
を
始
め
、
帆
船
で
木
材
・
雑
貨
を
輸
送
し
て
い
た
が
一
九
三
九
年
に
機
帆
船

に
変
わ
る
と
い
う
。
黒
川
は
戦
時
中
山
口
県
柳
井
・
徳
山
の
船
舶
工
兵
部
で
上
陸
用

舟
艇
を
作
っ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
父
に
代
わ
り
機
帆
船
主
と
な
る
。
一
九
六
〇
年
に

鋼
船
に
変
え
た
の
は
中
島
で
は
も
っ
と
も
早
か
っ
た
と
い
う
。
機
帆
船
の
三
倍
、
一

五
〇
〇
万
円
か
か
っ
た
。
鋼
船
福
吉
丸
で
、
輸
送
品
は
食
糧
や
引
っ
越
し
荷
物
と
言

う
小
型
輸
送
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
一
九
六
五
年
中
島
農
協
が
忽
那
諸
島
全
域
の
合
併

を
行
っ
て
共
同
出
荷
体
制
を
完
成
し
た
時
、
ミ
カ
ン
鉄
鋼
船
を
初
め
て
作
っ
た
と
い

う
。

当
時
の
み
か
ん
の
輸
送
は
機
帆
船
で
や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
す
と
輸

送
に
何
隻
も
必
要
で
、
ま
た
小
船
で
馬
力
も
小
さ
い
た
め
時
間
通
り
に
帰
っ
て

来
れ
な
い
等
、
効
率
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
農
協
の
幹
部
に
こ
れ
だ

け
大
規
模
な
撰
果
場
を
作
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
輸
送
体
制
を
整
え
な

い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
話
を
し
ま
す
と
、
非
常
に
乗
り
気
に
な
っ
て

く
れ
て
、
農
協
か
ら
の
資
金
も
あ
っ
て
、
他
の
一
業
者
と
農
協
の
専
属
船
を
一

隻
ず
つ
建
設
し
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
も

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
の
他
の
地
域
で
は
鉄
道
ス
ト
や
道
路
事
情
等
で
集

荷
に
大
き
な
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
、
中
島
で
は
こ
の
二
隻
が
あ

る
た
め
に
輸
送
体
制
に
問
題
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
点
で
は
地
域
に

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
川
の
話
は
中
島
ミ
カ
ン
の
海
を
通
し
た
輸
送
の
有
利
性
を
明
ら
か
に
し
て
い

送
の
関
係
も
あ
り
、
京
阪
神
に
集
中
す
る
。
戦
後
は
京

阪
神
を
凌
駕
し
て
京
浜
が
一
番
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
変
化
は
戦
前
、
戦
中
と
外
地
（
朝
鮮
、
満

洲
、
北
米
）
輸
移
出
が
増
加
し
て
き
た
が
、
戦
後
海
外

市
場
が
壊
滅
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
戦
前
・
戦
後
を

通
し
て
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
大
都
市
（
京

浜
・
京
阪
神
）
に
集
中
し
、
地
方
市
場
が
少
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
ミ
カ
ン
生
産
県
と
比
較
し
た
愛

媛
の
特
徴
で
あ
る
。
愛
媛
の
ミ
カ
ン
が
甘
く
品
質
が
良

く
、
大
都
市
の
消
費
者
に
好
ま
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

た
だ
静
岡
、
神
奈
川
の
ミ
カ
ン
は
、
ミ
カ
ン
生
産
の

北
限
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
酸
味
が
強
い
が
保
存

性
に
す
ぐ
れ
、
と
り
わ
け
神
奈
川
ミ
カ
ン
は
冷
凍
保
存

法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
越
年
販
売
で
一
月
以
降
の
出
荷
が
可
能
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
愛
媛
ミ
カ
ン
は
保
存
性
に
弱
く
十
二
月
、
一
月
に
出
荷
に
集
中

し
て
価
格
競
争
で
不
利
な
面
も
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
中
島
ミ
カ
ン
の
県
外
輸
送
は
当
初
の
船
舶
輸
送
か
ら
次
第
に
予
讃
線
を
利

用
し
た
鉄
道
輸
送
が
中
心
と
な
っ
た
。

　

表
12
か
ら
温
泉
郡
の
戦
後
の
ミ
カ
ン
輸
送
の
鉄
道
と
船
舶
の
比
較
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
一
九
五
〇
年
で
は
船
舶
は
機
帆
船
が
七
五
％
と
圧
倒
し
て
い
る
。
本
船
定

期
便
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
八
年
後
の
一
九
五
八
年
に
は
鉄
道
輸
送
が

九
〇
％
を
超
え
る
。
船
舶
輸
送
は
九
％
に
縮
小
し
て
い
る
。
こ
の
八
年
間
で
船
と
鉄

道
が
逆
転
し
て
い
る
。
高
度
成
長
期
に
ミ
カ
ン
輸
送
は
島
嶼
部
も
含
め
て
基
本
的
に

鉄
道
輸
送
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
一
九
五
〇
年
代
は
輸
送
運
賃
か
ら
す
る
と

鉄
道
輸
送
よ
り
船
舶
輸
送
の
方
が
若
干
割
安
で
あ
っ
た
と
い

）
₄₆
（う
。
し
か
し
、
着
荷
ま

で
の
所
要
時
間
、
到
着
時
刻
の
確
実
性
、
陸
揚
げ
に
よ
る
荷
痛
み
な
ど
で
鉄
道
輸
送

の
利
便
性
が
高
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
最
終
的
な
決
着
は
一
九
六
一
年
国
鉄
予
讃



表 13　愛媛県普通温州ミカン団体別市
場出荷内訳（1962 年）
 （t、％）

出荷数量 割合
宇摩園芸 650 0.7
新居園芸 375 0.4
周桑青果 1,200 1.4
越智園芸 11,000 12.7
温泉青果 10,050 11.6
伊予園芸 10,140 11.7
喜多青果 2,344 2.7
西宇和青果 7,100 8.2
宇和青果 17,700 20.4
中青連 7,839 9
経済連 10,310 11.9
商連 8,000 9.3
計 86,706 100.0
〔出典〕前掲『愛媛県果樹園芸史』表 4︲48、
472頁より算出

表 14　愛媛県温州ミカン県外市場別出荷割合（1965 年）
 （t、％）
北海道 京浜 名古屋 京都 大阪 神戸 広島 計

1,596 100,993 6,109 3,742 22,718 5,281 500 140,939
1.1 71.7 4.3 2.7 16.1 3.7 0.4 100.0

〔出典〕前掲『愛媛県果樹園芸史』表 4︲57、476頁

表 15　ミカン共撰別市場別出荷割合（1965 年）
 （％、戸）

京浜 名古屋 阪神 その他 合計 農家戸数
第 1共撰 19 3 69 9 100 1,265
第 2共撰 20 － 80 － 100 305
あさひ組合 － － 100 － 100 124
栗井共撰 － － 84 16 100 150
睦月共撰 14 － 86 － 100 115
〔出典〕『愛媛県忽那諸島経済調査報告』104頁､ 表 59による。
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忽那諸島の蜜柑史

る
。
船
に
よ
る
大
量
輸
送
と
道
路
・
鉄
道
に
勝
る
利
便
性
で
あ
る
。
こ
の
一
九
六
五

年
建
造
の
ミ
カ
ン
鉄
鋼
船
は
第
三
福
吉
丸
で
あ
る
が
、
一
九
七
五
年
に
は
コ
ン
テ
ナ

船
か
パ
レ
ッ
ト
船
が
い
い
と
い
う
の
で
パ
レ
ッ
ト
方
式
の
船
幅
の
広
い
パ
レ
ッ
ト
型

の
「
い
よ
」
丸
を
建
造
し
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
に
「
イ
ヨ
エ
ー
ス
」
を
ミ
カ
ン
専

用
船
と
し
て
建
造
し
て
い
る
。
ミ
カ
ン
専
用
船
一
隻
に
三
万
個
の
ミ
カ
ン
を
摘
み
こ

む
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
ミ
カ
ン
は
中
島
か
ら
大
阪
に
ミ
カ
ン
船
で
運
ば
れ
、
大

阪
か
ら
東
京
な
ど
全
国
に
鉄
道
輸
送
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
明
治
・
大
正
時
代
の
帆
船
か
ら
、
一
九
三
九
年
に
機
帆
船
に
変
わ
り
、
一

九
六
〇
年
鉄
鋼
船
福
吉
丸
を
建
造
し
小
型
鋼
船
の
時
代
へ
、
一
九
六
五
年
新
鉄
鋼
船

第
三
福
吉
丸
を
建
造
し
大
型
鋼
船
へ
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
コ
ン
テ
ナ
船
イ
ヨ
エ
ー

ス
を
建
造
し
コ
ン
テ
ナ
鋼
船
の
時
代
へ
と
、
ミ
カ
ン
船
は
時
代
ご
と
に
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

黒
川
利
勝
の
よ
う
な
家
族
経
営
の
一
杯
船
主
は
現
在
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

中
島
で
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
ま
さ
に
瀬
戸
内
を
自
由
に
航
行
し
た
江
戸
時

代
以
来
の
ミ
カ
ン
船
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
貴
重
な
存
在
と
言
え
よ
う
。

　

表
13
か
ら
愛
媛
県
の
普
通
温
州
ミ
カ
ン
出
荷
団
体
別
数
量
の
高
度
成
長
期
の
割
合

を
見
る
と
、
中
島
ミ
カ
ン
は
、
松
山
市
を
中
心
と
す
る
温
泉
青
果
と
は
別
に
、
中
青

連
（
中
島
青
果
連
合
会
）
を
結
成
し
て
ミ
カ
ン
を
出
荷
し
て
い
る
。
そ
の
割
合
は
七

八
三
九
ト
ン
で
あ
る
。
第
一
位
は
愛
媛
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
宇
和
青
果
の
一
万
七
七
〇

〇
ト
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
位
が
今
治
市
を
中
心
と
す
る
越
智
園
芸
で
あ
り
、
と

も
に
島
ミ
カ
ン
の
産
地
で
あ
る
。
そ
れ
に
伊
予
市
を
中
心
と
す
る
伊
予
園
芸
と
松
山

市
を
中
心
と
す
る
温
泉
青
果
の
中
予
地
域
の
ミ
カ
ン
生
産
は
南
予
を
凌
駕
し
て
い

る
。
戦
後
高
度
成
長
、
ミ
カ
ン
全
盛
期
に
中
島
ミ
カ
ン
・
越
智
ミ
カ
ン
に
代
表
さ
れ

る
島
ミ
カ
ン
を
先
頭
と
す
る
中
予
の
温
州
ミ
カ
ン
の
優
位
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

表
14
か
ら
高
度
成
長
期
の
県
温
州
ミ
カ
ン
の
販
路
を
見
る
と
は
っ
き
り
す
る
。
京

浜
が
七
一
・
七
％
と
多
く
、
大
阪
の
一
六
・
一
％
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
一
九

五
〇
年
代
と
比
較
し
て
も
京
浜
市
場
へ
の
進
出
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に

中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷
組
合
別
の
販
路
を
見
て
み
よ
う
。

　

表
15
か
ら
中
島
ミ
カ
ン
の
出
荷
組
合
別
の
出
荷
先
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
阪
神
地

区
を
市
場
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
た
だ
第
一
共
撰

は
京
浜
地
方
に
一
九
％
、
名

古
屋
に
三
％
送
っ
て
い
る
こ

と
、
第
二
共
撰
も
京
浜
地
方

に
二
〇
％
送
っ
て
い
る
。
戦

後
は
朝
鮮
・
大
陸
へ
の
輸
出

は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
分

東
京
・
横
浜
市
場
に
進
出
し

て
い
る
。
高
度
成
長
期
の
都

市
消
費
需
要
の
拡
大
が
中
島

ミ
カ
ン
の
発
展
を
支
え
た
の

で
あ
る
。
そ
の
中
で
集
荷
農

家
一
九
五
九
戸
の
う
ち
東
中

島
を
中
心
と
す
る
一
二
六
五



表 16　ミカン類生産量（1988 年）
 （t）
温州ミカン 伊予柑 温室ミカン ネーブル レモン

15447 19384 26 143 181
43.3 54.3 0.1 0.4 0.5

〔出典〕『中島町町勢要覧資料編』1997年、7頁より作成
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作
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
伊
予
柑
は
環
境
条
件
に
敏
感
で
、
自
然
条
件
か
ら
西
中

島
、
津
和
地
が
適
地
で
あ
り
、
愛
媛
県
の
一
部
で
栽
培
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

表
16
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
中
島
町
の
柑
橘
類
の
生
産
量
を
比
較
す
る
と
一
九
八

八
年
で
す
で
に
伊
予
柑
が
温
州
ミ
カ
ン
を
凌
駕
し
て
く
こ
と
が
分
か
る
。

　

図
4
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
を
伊
予
柑
が
生
産
量
で
凌
駕
す
る
の
は
一
九
八
五
年
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
島
ミ
カ
ン
は
一
九
八
〇
年
代
に
温
州
ミ
カ
ン
か
ら
伊
予
柑
へ
と
激

し
く
変
動
し
て
い
く
。
温
州
ミ
カ
ン
全
盛
期
は
一
九
七
〇
年
代
に
終
焉
す
る
と
言
っ

て
よ
い
。

　

伊
予
柑
の
登
場
と
と
も
に
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
が
愛
媛
の
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
と
し

て
全
国
化
し
た
。
こ
れ
は
ミ
カ
ン
全
体
の
二
割
に
及
ぶ
基
準
か
ら
外
れ
た
形
の
悪
い

も
の
や
小
さ
い
ミ
カ
ン
を
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ュ
ー
ス
工
場
は

中
島
青
果
農
協
で
は
な
く
、
愛
媛
県
の
県
農
協
連
合
会
で
集
荷
し
、
加
工
出
荷
し
て

い
る
。

　

こ
こ
で
中
島
青
果
農
協
（
中
青
連
）
の
組
合
員
数
の
変
化
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

中
島
ミ
カ
ン
農
家
の
盛
衰
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
。

　

表
17
か
ら
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
九
四
年
に
至
る
中
島
青
果
農
協
組
合
員
数
の
変

化
が
わ
か
る
。
基
本
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
高
度
成
長
が
農
業
・
農
村
か
ら
労
働

力
を
奪
い
取
る
こ
と
は
全
国
的
な
趨
勢
で
あ
る
。
中
島
の
豊
か
な
ミ
カ
ン
専
業
地
帯

で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
二
二
一
二
人
か
ら
一
九
九
四
年
の
一
三

九
七
人
へ
と
一
〇
〇
人
近
く
の
組
合
員
が
や
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
豊
か
な
ミ
カ

ン
専
業
地
帯
で
も
農
業
の
労
働
力
不
足
と
高
齢
化
は
進
行
し
て
い
た
。
し
か
し
組
合

員
数
の
減
少
と
い
っ
て
も
、
そ
の
結
果
一
世
帯
当
た
り
の
ミ
カ
ン
栽
培
面
積
は
増
大

し
て
い
る
。
柑
橘
生
産
主
産
地
と
し
て
の
中
島
が
終
焉
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

一
九
八
七
年
の
中
島
町
の
農
業
粗
生
産
額
の
う
ち
、
果
実
は
九
〇
・
五
％
を
占

め
、
野
菜
は
わ
ず
か
三
％
で
あ
る
。
ミ
カ
ン
に
依
存
す
る
果
樹
専
業
地
帯
で
あ
る
こ

と
は
変
化
な
い
。
同
年
の
愛
媛
県
の
柑
橘
栽
培
面
積
は
第
一
位
松
山
市
、
第
二
位
北

戸
が
六
五
％
を
占
め
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
温
州
ミ
カ
ン
は
、
一

九
六
七
年
の
大
旱
魃
、
一
九
六
八
年
と
七
三
年
の
ミ
カ
ン
価

格
暴
落
に
よ
る
大
打
撃
を
契
機
に
、
品
種
更
新
と
減
反
が
行

わ
れ
、
温
州
ミ
カ
ン
は
衰
退
の
道
を
辿
る
。
こ
の
一
九
六
八

年
を
転
機
に
中
島
農
協
は
中
島
青
果
農
協
に
名
称
を
変
更
し

て
い
る
。
一
九
七
八
年
に
は
中
島
青
果
農
協
で
温
州
ミ
カ
ン

の
二
割
減
反
計
画
が
実
施
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
に
は
「
滅
び

な
い
産
地
」
作
り
が
目
指
さ
れ
て
い
）
₄₈
（る

。
一
九
七
五
年
後
か

ら
伊
予
柑
に
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に

は
中
島
農
協
の
販
売
額
は
史
上
最
高
の
七
〇
億
円
を
記
録
し

て
い
る
。
そ
の
後
も
販
売
額
は
一
九
九
一
年
ま
で
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
温
州
ミ
カ
ン
は
一
九
九
二
年
に
は
一
九
六

〇
年
の
半
分
の
面
積
ま
で
に
落
ち
込
む
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
予
柑
が
温
州
ミ
カ
ン
を

一
気
に
抜
き
去
り
、
倍
近
い
面
積
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
温
州
ミ
カ
ン
は
減
反
し
て

も
ミ
カ
ン
生
産
高
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
伊
予
柑
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
伊
予
柑
は
一
八
八
六
年

（
明
治
十
九
年
）
山
口
県
阿
武
郡
東
分
村
の
中
村
正
路
方
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
そ

れ
を
広
め
た
の
は
苗
木
商
で
あ
る
伊
予
の
三
好
保
徳
で
、
一
九
二
一
年
に
伊
予
果
物

同
業
組
合
が
顕
彰
碑
を
建
て
ら
れ
て
い

）
₄₉
（る
。
伊
予
柑
は
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
新
し
く
明

治
中
期
か
ら
大
正
期
に
よ
う
や
く
普
及
し
始
め
た
も
の
で
、
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
高
級

品
種
と
し
て
贈
答
用
に
利
用
さ
れ
た
。

　

伊
予
柑
の
本
格
的
な
生
産
拡
大
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
一
九
六
九
年
の
統
計
で
は
中
島
町
（
忽
那
七
島
）
の
温
州
ミ
カ
ン

は
八
二
％
で
、
伊
予
柑
は
一
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
愛
媛
県
全
体
の
中
島
町
伊

予
柑
生
産
は
温
州
ミ
カ
ン
一
一
％
に
対
し
て
二
二
％
を
占
め
て
愛
媛
県
の
な
か
で
も

伊
予
柑
特
産
地
化
が
進
ん
で
い
た
。
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
担
当
収
益
が
大
き
く
有
利
な



表 17　中島青果農協組合員数
（正組合員）

1965年 2212（人）
1970年 1981
1975年 1882
1980年 1757
1985年 1619
1990年 1494
1994年 1397

〔出典〕中島青果農業協同組合『㊥
合併 30年のあゆみ』9頁より作成

図 4　中島町温州ミカンと伊予柑生産量の推移
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0

温州ミカン類

〔出典〕『㊥合併 30 年のあゆみ』10 頁より作成
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忽那諸島の蜜柑史

宇
和
郡
吉
田
町
、
第
三
位
八
幡
浜
市
、
第
四
位

が
中
島
町
で
あ
り
、
生
産
量
で
は
中
島
町
は
第

三
位
で
あ
っ

）
₅₀
（た

。
伊
予
柑
で
は
中
島
町
は
松
山

市
に
続
い
て
第
二
位
で
あ
っ
た
。
中
島
町
で
は

温
州
ミ
カ
ン
が
後
退
し
て
も
伊
予
柑
の
台
頭
が

そ
れ
を
補
完
し
た
と
い
え
る
。

　

図
4
か
ら
中
島
町
で
の
伊
予
柑
の
ピ
ー
ク
は

一
九
九
〇
年
で
あ
る
。
温
州
ミ
カ
ン
を
凌
駕
し

た
一
九
八
七
年
か
ら
二
年
後
で
あ
る
。
伊
予
柑

の
品
種
で
は
一
九
六
六
年
に
登
録
さ
れ
た
宮
内
伊
予
柑
（
松
山
市
の
宮
内
義
正
が
発

見
）
が
普
及
し
た
。
と
く
に
一
九
六
八
年
の
温
州
ミ
カ
ン
の
大
暴
落
、
一
九
七
二
年

の
暴
落
を
契
機
に
宮
内
伊
予
柑
へ
の
転
換
が
始
ま
っ
た
。
最
初
は
伊
予
柑
の
価
格
が

高
く
温
州
ミ
カ
ン
を
大
き
く
上
回
っ
た
が
一
九
九
〇
年
代
末
に
は
温
州
ミ
カ
ン
を
下

回
る
よ
う
に
な
る
。
中
島
青
果
農
協
で
は
伊
予
柑
を
温
州
ミ
カ
ン
に
戻
す
指
導
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
国
民
の
果
樹
嗜
好
の
多
様
化
・
高
級
化
に
よ
る
ミ
カ
ン
離
れ
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ
ン
、
果
汁
な
ど
貿
易
自
由
化
に
よ
り
柑
橘
需

要
全
体
が
停
滞
し
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
柑
橘
類
を
取
り
巻
く
国

内
、
国
外
の
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
の
台
風
十
九
号
は

中
島
の
歴
史
上
例
の
な
い
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ミ
カ
ン
畑
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
打
撃
を
与
え
た
。
こ
う
し
て
一
九
七
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
二
〇
年
代
か

ら
飛
躍
的
に
成
長
し
て
き
た
中
島
温
州
ミ
カ
ン
の
一
つ
の
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
た
。
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婚
し
た
が
、
一
郎
が
生
れ
て
早
々
に
昭
和
の
不
況
で
生
活
が
破
綻
し
離
婚
、
一
郎
は

中
島
に
母
親
と
一
緒
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
無
声
映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー

に
変
わ
る
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
弁
士
も
失
業
す
る
時
代
だ
っ
た
。

　

昭
和
恐
慌
で
母
親
は
一
郎
と
一
緒
に
中
島
に
戻
っ
た
。
母
の
出
戻
り
で
あ
る
。
と

言
っ
て
も
息
子
は
小
さ
く
簡
単
に
仕
事
が
見
つ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
家
農
業
の

手
伝
い
で
あ
る
。
一
郎
は
、
一
九
三
七
年
東
中
島
小
学
校
に
入
学
し
、
戦
時
下
に
子

供
時
代
を
過
ご
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六

年
）
に
十
歳
で
あ
っ
た
。
一
九
四
三
年
四
月
に
東
中
島
国
民
学
校
高
等
科
に
入
り
、

卒
業
後
は
少
年
航
空
兵
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
敗
戦
の
一
九
四
五
年
八
月
に

は
、
グ
ラ
マ
ン
が
島
の
山
を
越
え
て
、
中
島
大
浦
に
泊
ま
っ
て
い
た
石
炭
船
を
機
銃

掃
射
し
て
船
員
二
人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
三

月
、
一
郎
は
東
中
島
国
民
高
等
学
校
高
等
科
二
年
を
卒
業
し
た
。
一
四
歳
で
あ
っ
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
敗
戦
の
年
、
一
郎
は
戦
争
中
に
中
島
か
ら
二
神
島
の
間
の
水
道

を
航
行
す
る
戦
艦
大
和
を
見
た
と
い
う
。
戦
艦
大
和
は
呉
郡
工
廠
で
建
造
さ
れ
、
一

九
四
一
年
十
二
月
の
真
珠
湾
出
撃
の
時
は
広
島
の
呉
軍
港
近
く
の
柱
島
か
ら
出
撃
し

た
。
広
島
呉
軍
港
と
忽
那
諸
島
は
近
い
。
戦
艦
大
和
の
沖
縄
特
攻
は
徳
山
沖
か
ら
出

撃
し
九
州
に
向
か
い
、
枕
崎
・
坊
野
岬
沖
で
撃
沈
さ
れ
る
。
こ
の
最
後
の
大
和
航
行

は
忽
那
諸
島
は
経
由
し
て
い
な
い
。
一
郎
氏
が
大
和
を
見
た
の
は
最
後
の
沖
縄
水
上

特
攻
の
時
で
な
く
、
そ
の
前
の
呉
軍
港
・
柱
島
碇
泊
の
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

二
神
島
の
聞
き
取
り
で
は
、
八
月
六
日
の
広
島
の
原
爆
を
島
か
ら
目
撃
し
た
と
い

う
人
の
話
も
聞
い
た
が
、
忽
那
諸
島
の
人
び
と
は
、
松
山
に
出
稼
ぎ
す
る
よ
り
、
広

島
に
出
た
人
も
多
い
と
い
う
。
忽
那
諸
島
、
越
智
諸
島
な
ど
芸
予
諸
島
は
広
島
と
は

地
理
的
文
化
的
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

実
際
に
、
卒
業
後
の
一
九
四
六
年
四
月
に
、
一
郎
は
大
工
見
習
い
と
し
て
広
島
呉

の
大
内
組
に
就
職
す
る
。
翌
月
五
月
原
爆
投
下
跡
の
広
島
に
入
る
。
都
市
壊
滅
か
ら

復
興
の
広
島
は
建
築
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
一
郎
は
こ
こ
で
大
工
と
し
て
腕
を
磨
き
、
四

年
目
一
九
歳
で
独
立
し
て
棟
梁
と
な
り
二
二
歳
で
三
人
の
弟
子
（
徒
弟
）
を
抱
え
る

Ⅳ　

中
島
ミ
カ
ン
経
営
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

1　

戦
後
中
島
ミ
カ
ン
の
経
営
史

　

こ
こ
で
は
現
在
の
ミ
カ
ン
経
営
農
家
の
聞
書
き
を
中
心
に
、
現
代
の
ミ
カ
ン
経
営

を
述
べ
て
ま
と
め
に
し
た
い
。

　

今
回
の
ミ
カ
ン
農
家
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
当
時
中
島
で
一
番
の
ミ
カ
ン
農
家
で

あ
っ
た
山
本
一
郎
氏
と
そ
の
子
息
良
幸
氏
で
あ
る
。
中
島
中
央
公
民
館
の
豊
田
渉
氏

の
紹
介
で
あ
る
。
共
同
調
査
地
の
二
神
島
か
ら
フ
エ
リ
ー
で
中
島
に
渡
り
、
大
浦
に

あ
る
山
本
家
の
自
宅
で
一
郎
氏
と
良
幸
氏
に
一
日
か
け
て
話
を
聞
い
た
。

　

私
が
山
本
家
で
聞
き
と
り
を
す
る
以
前
に
『
昭
和
を
生
き
抜
い
た
人
々
が
語
る
瀬

戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
（
平
成
三
年
度
地
域
文
化
実
態
調
査
報
告
書
）』（
愛
媛
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
編
、
愛
媛
県
刊
行
、
一
九
九
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
山
本
一
郎
・
良

幸
父
子
の
聞
書
き
が
あ
る
（
以
下
『
島
々
の
生
活
文
化
』
と
略
す
）。
一
九
九
一
年
の

愛
媛
県
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
ご
ろ
の
山
本
家
の
ミ
カ
ン
経
営

を
語
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　

私
が
日
本
常
民
文
化
研
究
所
員
と
し
て
、
山
本
氏
父
子
（
以
下
氏
を
略
す
）
に
聞

き
取
り
を
し
た
の
は
二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
で
あ
る
。
こ
の
間
に
十
七
年
間
の
時
間

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
愛
媛
県
主
体
の
聞
き
取
り
と
常
民
研
究
所
共
同
調
査
員
と

し
て
の
私
の
聞
書
き
を
通
し
て
、
こ
の
間
の
中
島
ミ
カ
ン
経
営
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
二
つ
の
聞
書
き
を
比
較
参
照
し
な
が
ら
中
島
ミ
カ
ン
史
を
個
人
レ

ベ
ル
か
ら
再
考
し
て
み
た
い
。

　

山
本
一
郎
は
一
九
三
一
年
四
月
生
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
七
九
歳
で
あ
る
。
山
本

は
、
の
ち
島
一
番
の
ミ
カ
ン
農
家
に
な
る
が
、
も
と
も
と
は
農
家
の
跡
継
ぎ
で
は
な

く
次
男
で
あ
っ
た
と
い
う
。
入
り
婿
で
山
本
家
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
父
親
は
川
和

田
と
い
い
、
中
島
小
浜
出
身
で
、
東
京
に
出
て
無
声
映
画
の
活
動
弁
士
を
し
て
い
た

と
い
う
。
徳
川
夢
声
と
同
期
で
あ
っ
た
と
い
う
。
父
は
同
じ
中
島
出
身
の
女
性
と
結
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ま
で
の
、
腕
の
い
い
大
工
に
な
っ
た
。

　

二
四
歳
の
と
き
に
地
元
中
島
の
山
本
家
の
長
女
ハ
ツ
子
と
結
婚
し
た
。
山
本
家
の

義
父
は
日
中
戦
争
で
二
九
歳
で
戦
死
し
て
お
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
。
一
郎
は

山
本
家
の
婿
養
子
と
な
っ
て
島
に
戻
る
決
心
を
し
た
と
い
う
。
山
本
家
は
田
畑
七
〇

ア
ー
ル
、
山
林
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
所
有
の
上
層
の
農
家
で
あ
り
、
跡
継
ぎ
に
養
子
を
迎

え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
腕
の
い
い
大
工
棟
梁
は
大
工
の
道
を
捨
て
て
、
農
家

の
主
と
な
っ
た
。
跡
を
継
い
だ
の
が
一
九
五
三
年
ご
ろ
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
ミ
カ
ン

が
隆
盛
に
向
か
う
と
き
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
一
郎
氏
が
大
工
の
道
を
捨
て
ミ
カ
ン
農
園
主
の
道
を
選
ん
だ
経
緯
に
つ

い
て
は
先
の
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
の
聞
書
き
に
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

義
父
は
、
昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
で
、
す
で
に
戦
死
と
い
う
家
庭
環
境
に
あ

っ
た
。
当
時
家
に
は
、
四
〇
ア
ー
ル
の
水
田
と
六
五
ア
ー
ル
の
畑
を
持
っ
て
い

た
も
の
の
、
女
手
ば
か
り
の
家
庭
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

親
族
な
ど
に
預
け
て
い
た
。
一
郎
さ
ん
の
就
農
に
際
し
て
、「
お
前
が
農
業
を

や
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
は
全
部
戻
し
て
や
る
ぞ
」
と
い
う
親
族
の
励
ま
し
と

と
も
に
、
山
本
家
の
耕
地
は
二
〜
三
年
の
間
に
こ
と
ご
と
く
彼
の
手
元
に
戻
っ

て
き
た
。
土
地
へ
の
執
着
心
の
強
か
っ
た
農
地
改
革
直
後
で
、
そ
の
貸
借
を
め

ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
親
族
の
人
た
ち
は
そ

の
返
還
に
快
く
応
じ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
潔
さ
は
、
中
島
に
生
き
る
人
々
の

〝
心
意
気
〞
で
あ
り
、
古
く
か
ら
の
同
族
意
識
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ

し
て
一
郎
さ
ん
も
、
そ
の
好
意
に
報
い
る
た
め
に
農
業
経
営
の
基
礎
作
り
に
精

を
出
し
た
の
で
あ

）
₅₁
（る

。

　

こ
う
し
て
一
九
五
三
年
大
工
か
ら
田
畑
七
〇
ア
ー
ル
（
戻
ら
な
い
三
五
ア
ー
ル
は

親
族
外
の
者
に
小
作
へ
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）、
山
林
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
山
林
は
農
地

改
革
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
）
の
山
本
一
郎
農
園
が
誕
生
し
た
。
と
り
わ
け
一
郎

に
と
っ
て
大
き
な
遺
産
と
な
っ
た
の
は
山
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
郎
が
家
を
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
時
に
次
の
よ
う
に
思
っ
た
と
い
う
。「
自
分
は

大
工
を
や
っ
て
も
十
分
生
活
は
で
き
る
と
思
う
。
し
か
し
農
業
を
や
る
か
ら
に
は
、

だ
れ
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
。
十
年
間
は
百
姓
一
本
に
打
ち

込
む
。」
と
家
族
に
話
し
た
と
い

）
₅₂
（う
。

　

山
本
は
、
婿
入
り
す
る
や
い
な
や
積
極
果
敢
な
経
営
を
展
開
す
る
。
最
初
は
麦
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ス
イ
カ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
中
島
の
伝
統
的
な
農
作
物
を

植
え
た
が
あ
ま
り
収
益
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
こ
ろ
中
島
で
急
速
に
伸

び
つ
つ
あ
っ
た
ミ
カ
ン
栽
培
に
目
を
付
け
た
と
い
う
。
山
本
家
の
遺
産
で
あ
る
山
を

開
墾
し
て
ミ
カ
ン
畑
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

先
の
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
で
は
、
息
子
良
幸
に
何
回
と
な
く
話
し
た

祖
母
の
言
葉
が
あ
る
。

良
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
あ
ん
た
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
は
、
毎
日
毎
日
朝
早

く
か
ら
山
に
出
か
け
て
ミ
カ
ン
畑
を
開
い
て
お
っ
た
。
真
夏
の
暑
い
と
き
に

は
、
こ
の
あ
た
り
の
農
家
は
皆
二
〜
三
時
間
は
昼
寝
を
し
て
休
む
の
だ
が
、
お

父
さ
ん
の
姿
が
見
え
ん
と
思
う
た
ら
、
も
う
山
で
仕
事
を
し
て
お
っ

）
₅₃
（た
。

　

開
墾
、
新
植
、
開
墾
、
新
植
の
日
々
が
続
い
た
と
い
う
。
一
九
五
五
年
に
長
男
良

幸
が
生
ま
れ
た
日
も
、
ミ
カ
ン
山
の
苗
木
の
手
入
れ
に
入
っ
て
い
た
。「
夕
方
、
家

に
帰
っ
て
み
た
ら
長
男
が
生
ま
れ
と
っ
た
」
と
言
う
。

　

こ
の
時
代
、
島
で
は
代
々
の
自
給
用
の
田
を
す
べ
て
ミ
カ
ン
畑
に
変
え
た
。
中
島

の
田
は
す
べ
て
無
く
な
っ
た
と
い
う
。
わ
ず
か
な
自
給
を
除
き
畑
も
ほ
と
ん
ど
ミ
カ

ン
に
変
わ
っ
た
。
わ
ず
か
な
水
田
も
ス
ズ
メ
が
集
中
し
て
ま
と
も
に
収
穫
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
ミ
カ
ン
を
作
っ
て
コ
メ
を
買
っ
た
方
が
得
策
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
と

い
う
。
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こ
う
し
て
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
転
換
し
た
一
郎
の
畑
と
山
は
、
村
一
番
の
ミ
カ
ン
農

園
へ
と
成
長
し
て
行
っ
た
。
一
九
六
三
年
に
水
田
三
〇
ア
ー
ル
を
ミ
カ
ン
畑
に
変

え
、
一
九
六
四
年
に
普
通
畑
を
す
べ
て
ミ
カ
ン
畑
に
変
え
、
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

な
っ
た
と
い
う
。
一
郎
は
平
坦
部
の
水
田
を
一
部
に
新
築
の
家
を
建
て
、
あ
と
を
伊

予
柑
栽
培
に
切
り
替
え
た
と
い
う
。
傾
斜
地
の
家
か
ら
平
坦
な
土
地
へ
の
移
築
は
家

族
の
生
活
の
便
利
さ
が
格
段
に
よ
く
な
っ
た
と
い
う
。
一
九
六
四
年
に
は
田
畑
も
す

べ
て
ミ
カ
ン
畑
に
し
て
、
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
の
ミ
カ
ン
専
業
大
経
営
に
な

る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
農
作
業
手
伝
い
と
し
て
、
松
山
市
か
ら
七
、
八
人
の
女
性

を
集
め
十
一
月
か
ら
一
月
か
ら
ミ
カ
ン
摘
み
の
た
め
に
家
に
下
宿
さ
せ
た
と
い
う
。

戦
後
初
期
の
ミ
カ
ン
収
穫
は
手
労
働
で
あ
り
、
藁
で
作
っ
た
籠
に
ミ
カ
ン
を
摘
ん
で

入
れ
る
（
写
真
4
）。
肩
に
手
棒
を
通
し
て
ミ
カ
ン
駕
籠
を
二
つ
担
ぎ
、
傾
斜
地
を

歩
い
て
降
ろ
す
の
で
あ
る
。
前
後
二
つ
の
籠
で
五
〇
キ
ロ
に
も
な
っ
た
と
い
う
か

ら
、
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
る
。

　

一
九
五
七
年
頃
か
ら
傾
斜
地
に
索
道
が
引
か
れ
（
写
真
5
）、
一
九
七
〇
年
代
は

モ
ノ
ラ
ッ
ク
と
い
う
単
線
の
ミ
カ
ン
降
ろ
し
の
た
め
の
荷
車
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
労
力
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
（
写
真
6
）。
索
道
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
よ
う
な
も
の
で
ミ
カ
ン
を
降
ろ
す
た
め
上
と
下
で
二
人
の
労
力
が
必
要
だ
が
、
モ

ノ
ラ
ッ
ク
な
ら
一
人
で
作
業
が
で
き
る
。
モ
ノ
ラ
ッ
ク
の
設
置
に
は
一
〇
〇
万
円
か

ら
三
〇
〇
万
円
か
か
っ
た
と
い
う
。

　

出
荷
は
大
浦
の
あ
さ
ひ
組
合
で
共
選
し
て
大
き
さ
を
分
類
統
一
し
て
木
の
石
油
箱

（
木
箱
）
で
大
阪
、
神
戸
に
出
荷
し
た
と
い
う
。
ミ
カ
ン
船
主
は
大
浦
・
小
浜
に
数

軒
あ
っ
た
と
い
う
。
ミ
カ
ン
船
は
一
〇
〇
ト
ン
か
ら
五
〇
〇
ト
ン
の
小
さ
い
木
造
船

や
鉄
船
で
二
人
乗
り
、
阪
神
市
場
ま
で
中
島
か
ら
二
日
か
か
っ
た
。
小
浜
か
ら
黒
川

汽
船
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
。
木
箱
の
時
は
一
季
節
で
二
〇
〇
〇
箱
か
ら
三
〇

〇
〇
箱
を
運
ん
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
中
島
ミ
カ
ン
は
地
元
で
は
「
島
ミ
カ
ン
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
陸お

か

ミ
カ
ン
」
は
水
分
が
多
く
水
っ
ぽ
く
酸
味
が
残
る
の
に
対
し
て
、
中
島
ミ
カ
ン
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出
し
た
こ
と
は
、
中
島
ミ
カ
ン
が
ま
さ
に
愛
媛
ミ
カ
ン
を
中
核
に
座
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
。

　

武
田
は
中
島
ミ
カ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
は
大
浦
の
あ
さ
ひ
組
合
設
立
の
あ
と
一
九
五
五

年
か
ら
㊥
＝
ま
る
中
と
い
う
マ
ー
ク
を
つ
け
て
出
荷
し
た
と
い
う
。
当
初
は
東
中
島

村
の
み
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
ミ
カ
ン
箱
は
木
の
石
油
箱
か
ら
段

ボ
ー
ル
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。
彼
に
中
島
青
果
連
、
愛
媛
県
青
果
連
の
活
動
に
よ
っ

て
中
島
ミ
カ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
中
島
町
長

と
な
り
二
〇
〇
五
年
の
松
山
市
合
併
ま
で
の
最
後
の
中
島
町
長
と
な
っ
て
い
る
。

　

武
田
の
個
人
経
営
で
は
、
戦
後
二
、
三
反
の
ミ
カ
ン
経
営
か
ら
一
町
歩
の
ミ
カ
ン

園
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
の
た
め
労
働
力
が
必
要
と
な
り
、
大
浦
集
落
で
は
十
一
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
、
延
べ
三
十
人
か
ら
五
十
人
の
農
作
業
手
伝
い
を
雇
っ
た
と
い

う
。
出
身
地
は
南
予
の
山
か
ら
来
た
と
い
う
。
山
本
家
の
労
働
者
も
「
松
山
か
ら
」

と
言
っ
た
が
、
こ
の
南
予
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
で
松
山
経
由
で
島
に
入
っ
た
も
の
も

い
た
と
思
わ
れ
る
。
南
予
は
言
う
ま
で
も
な
く
愛
媛
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
で
あ
り
、
北

宇
和
郡
吉
田
町
を
中
心
と
し
て
ミ
カ
ン
栽
培
の
主
産
地
で
あ
る
。
こ
こ
南
予
の
周
辺

中
山
間
部
か
ら
の
ミ
カ
ン
出
稼
ぎ
が
吉
田
町
を
超
え
て
、
中
島
ま
で
や
っ
て
来
た
の

だ
ろ
う
。
ミ
カ
ン
の
収
穫
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
少
し
異
な
り
、
中
島
の
収
穫
最
盛

期
は
十
一
月
か
ら
十
二
月
と
早
く
、
南
予
か
ら
陸
地
部
は
十
二
月
か
ら
一
月
と
少
し

遅
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
利
用
し
て
南
予
か
ら
出
稼
ぎ
が
中
島
ま

で
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
武
田
家
で
は
二
〜
三
人
を
雇
っ
た
と
い
う
。
女
だ
け
で

な
く
男
も
雇
っ
た
と
い
う
。
ミ
カ
ン
娘
だ
け
で
な
く
ミ
カ
ン
男
も
い
た
。
ミ
カ
ン
園

の
最
大
規
模
は
三
〜
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
。
し
か
し
、
最
後
の
中
島
町
長
だ
っ
た

だ
け
に
現
状
認
識
は
厳
し
い
。
ミ
カ
ン
の
値
段
が
最
盛
期
の
一
キ
ロ
一
〇
〇
円
か
ら

三
〇
円
に
低
下
し
、
中
島
町
の
四
つ
の
小
学
校
は
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
六
百
人
の
生

徒
が
今
二
十
〜
三
十
人
程
度
と
い
う
。
か
つ
て
の
中
島
ミ
カ
ン
の
栄
光
を
担
っ
た
輝

き
は
失
わ
れ
た
よ
う
だ
。

　

こ
こ
か
ら
山
本
一
郎
の
息
子
、
良
幸
が
話
を
引
き
継
ぐ
。
世
代
は
変
わ
る
。
現
在

は
水
分
が
少
な
く
酸
味
が
な
く
甘
い
と
い
う
。
美
味
し
い
ミ
カ
ン
は
西
向
き
、
南
向

き
の
斜
面
が
よ
い
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
、
一
郎
は
一
九
六
六
年
に
は
ミ
カ
ン
収
穫
一
万
二
〇
〇
〇
キ
ロ
、
収
入

一
三
五
〇
万
円
で
、
生
産
量
に
お
い
て
中
島
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ミ
カ
ン
農
家
に
な

っ
た
と
い
う
。
当
時
一
〇
〇
〇
万
円
で
立
派
な
家
一
軒
が
建
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ

う
し
て
戦
後
大
工
か
ら
村
一
番
の
ミ
カ
ン
農
家
と
な
っ
た
一
郎
は
、
一
九
六
四
年
か

ら
六
六
年
ま
で
中
島
農
協
生
産
部
長
を
務
め
る
。
村
全
体
の
ミ
カ
ン
の
生
産
指
導
の

先
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
は
、
高
度
成
長
の
真
っ
只
中
、
愛
媛
ミ
カ
ン
・
中
島
ブ
ラ
ン
ド
の

絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
は
小
柳
ル
ミ
子
の
「
瀬
戸
の
花
嫁
」
が
大
ヒ
ッ

ト
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
瀬
戸
内
海
の
段
々
畑
が
輝
い
て
お
り
、「
島
か
ら
島
へ

と
お
嫁
に
行
く
」
娘
た
ち
が
い
た
。
嫁
ぎ
先
は
ミ
カ
ン
農
家
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
陽
光
に
輝
く
瀬
戸
内
の
海
は
、
戦
前
・
戦
時
の
苦
難
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
農

民
が
、
初
め
て
バ
ラ
色
の
夢
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
宝
の
海
で
も
あ
っ
た
。
山

本
一
郎
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ト
リ
ー
は
、
昭
和
不
況
か
ら
戦
後
高
度
成
長
に
至
る
サ
ク
セ

ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
る
。

2　

現
在
の
中
島
ミ
カ
ン
の
経
営

　

山
本
一
郎
の
話
が
終
わ
っ
た
と
き
、
武
田
満
幸
氏
（
以
下
氏
を
略
す
）
が
加
わ
っ

た
。
武
田
は
一
九
三
〇
年
二
月
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
八
十
歳
で
あ
る
。
松
山
師
範
学

校
予
科
の
時
に
勤
労
動
員
で
、
名
古
屋
三
菱
重
工
業
に
行
き
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え

て
い
る
。
十
五
歳
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
中
島
に
戻
り
農
業
経
営
者
と
な
る
。

　

武
田
は
一
九
六
五
年
中
島
青
果
農
協
設
立
時
の
理
事
か
ら
一
九
七
二
年
に
専
務
理

事
と
な
り
、
一
九
七
八
年
に
組
合
長
を
一
九
九
五
年
ま
で
務
め
た
中
島
ミ
カ
ン
の
生

き
字
引
で
あ
る
。
ま
た
一
九
六
〇
年
代
に
愛
媛
県
青
果
連
の
専
務
理
事
と
な
り
愛
媛

ミ
カ
ン
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
実
力
者
で
あ
る
。
中
島
か
ら
愛
媛
青
果
連
の
専
務
を
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は
り
温
州
ミ
カ
ン
で
あ
り
、
今
価
格
は
低
迷
し
て
い
る
が
、
い
つ
か
再
び
温
州
ミ
カ

ン
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
期
待
し
て
、
そ
れ
に
主
力
を
置
い
た
経
営
を
続

け
て
い
こ
う
。」
と
し
て
温
州
ミ
カ
ン
栽
培
を
維
持
す

）
₅₅
（る

。
さ
ら
に
農
業
後
継
者
の

組
織
に
加
盟
し
て
、
県
内
各
地
の
青
年
農
業
者
と
交
流
し
す
ぐ
れ
た
産
地
を
見
学
し

新
し
い
技
術
や
経
営
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

　

そ
の
結
果
、
一
九
八
二
年
に
山
本
一
郎
・
良
幸
の
生
産
す
る
ミ
カ
ン
生
産
量
は
一

一
一
ト
ン
、
遂
に
大
浦
集
落
一
の
収
穫
を
挙
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
父
一
郎
が
「
ど

う
せ
農
業
を
や
る
な
ら
」
と
ミ
カ
ン
作
り
村
一
番
と
な
っ
た
が
、
息
子
の
代
で
も
村

一
番
が
実
現
し
た
時
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
郎
は
一
九
八
七
年
に
母
屋
を
息
子

良
幸
に
明
け
渡
し
、
一
九
九
一
年
六
十
歳
で
相
続
の
名
義
変
更
も
良
幸
に
変
え
て
名

実
と
も
に
世
代
交
代
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

良
幸
の
時
代
は
少
子
高
齢
化
、
農
業
人
口
減
少
の
勢
い
が
ミ
カ
ン
の
代
表
的
な
主

産
地
と
な
っ
た
中
島
に
も
及
ん
で
き
た
。
柑
橘
の
薬
剤
散
布
を
動
力
噴
霧
器
に
頼
る

と
一
回
当
た
り
三
日
か
か
る
。
し
か
も
暑
い
季
節
の
防
除
が
多
い
た
め
カ
ッ
パ
を
着

て
の
作
業
は
大
変
な
疲
労
を
と
も
な
う
。
省
力
化
が
必
須
の
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
変
え
る
と
い
う
の
が
後
継
者
協
議
会
を
通
し
て
他
地
域
か
ら

学
ん
だ
成
果
で
あ
っ
た
。
資
金
問
題
を
め
ぐ
っ
て
父
一
郎
と
対
立
し
た
が
、
一
九
八

八
年
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
日

か
か
っ
た
作
業
が
半
日
で
終
わ
る
こ
と
に
な
り
、
大
幅
な
省
力
化
を
実
現
で
き
た
。

こ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
も
施
設
・
機
械
の
設
置
を
設
計
・
施
行
ま
で
自
分
で
行
っ

た
。
こ
こ
に
大
工
の
父
の
能
力
が
息
子
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。
資
金
も
七
割
で

済
ん
だ
と
い
う
。

　

一
九
九
一
年
の
『
島
々
の
生
活
文
化
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
良
幸
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
た
。

農
業
が
今
は
や
り
の
3
Ｋ
職
業
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
私
に
は
十
二
歳

の
長
女
を
頭
に
三
人
の
子
供
が
お
り
、
長
男
は
四
月
か
ら
小
学
校
一
年
に
な

の
ミ
カ
ン
経
営
の
最
前
線
で
戦
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に

一
九
五
五
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
五
十
代
の
壮
年
期
で
山
本
家
の
当
主
で
あ
る
。
彼

の
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

　

良
幸
は
長
男
と
し
て
、
一
郎
の
後
を
継
ぐ
の
は
当
然
と
し
て
果
樹
科
の
あ
る
愛
媛

大
学
付
属
農
業
高
校
に
進
学
し
た
。
父
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
良
幸
は
、
卒
業
後
、

地
元
農
協
に
一
時
勤
務
し
た
。「
農
協
の
ほ
う
が
農
業
の
仕
組
み
を
覚
え
る
し
、
農

家
と
の
顔
見
知
り
も
多
く
な
る
」
と
い
う
父
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

元
来
中
島
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
集
落
や
周
辺
と
は
親
し
い
付
き
合
い
が
あ
る

が
、
集
落
を
離
れ
た
り
、
島
を
別
々
に
す
る
人
々
と
は
ほ
と
ん
ど
交
流
が
な

い
。
農
協
に
つ
と
め
て
い
た
お
蔭
で
、
い
ろ
ん
な
農
家
と
知
り
合
い
に
な
り
、

そ
の
か
げ
で
情
報
の
交
換
や
、
青
年
団
活
動
・
農
業
後
継
者
活
動
で
も
、
す
ぐ

友
達
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

）
₅₄
（た

。

　

良
幸
は
こ
う
し
て
結
婚
ま
で
は
青
年
団
活
動
、
結
婚
後
は
後
継
者
協
議
会
な
ど
ミ

カ
ン
経
営
と
同
時
に
社
会
的
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

青
年
団
運
動
は
大
浦
で
三
十
人
の
青
年
の
う
ち
参
加
者
は
十
人
程
度
で
あ
っ
た
と
い

う
。
彼
は
ス
ポ
ー
ツ
や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
若
者
を
繫
ぐ
企
画
を
作
り
青
年
団
運
動
を
活

発
化
し
た
。

　

一
九
六
八
年
の
ミ
カ
ン
不
作
を
頂
点
と
し
て
、
ミ
カ
ン
は
早
く
も
下
り
坂
と
な

る
。
と
り
わ
け
、
一
九
八
〇
年
代
の
オ
レ
ン
ジ
自
由
化
、
さ
ら
に
バ
ナ
ナ
、
リ
ン

ゴ
、
ナ
シ
な
ど
多
様
な
果
物
が
広
が
り
、
ミ
カ
ン
の
消
費
が
半
分
に
落
ち
込
み
、
ミ

カ
ン
は
果
物
の
王
座
を
失
っ
て
い
く
。
ミ
カ
ン
の
衰
退
と
と
も
に
、
愛
媛
ミ
カ
ン
は

一
九
七
〇
年
代
か
ら
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
加
工
品
に
も
進
出
す
る
。

　

中
島
で
も
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
に
代
わ
っ
て
、
伊
予
柑
、
ネ
ー

ブ
ル
な
ど
の
栽
培
技
術
を
高
め
て
そ
れ
ぞ
れ
改
植
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
良
幸
は
「
中
島
の
立
地
条
件
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
柑
橘
は
、
や
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忽那諸島の蜜柑史

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
の
台
風
一
九
号
の
打
撃
を
受
け
、
以
降
農

業
後
継
者
は
減
少
し
、
新
た
な
就
農
者
は
毎
年
二
〜
三
人
程
度
で
、
農
家
の
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
だ
。

　

つ
い
に
一
九
九
七
年
、
中
島
青
果
農
協
は
、
温
泉
郡
の
全
農
協
と
合
併
し
、
え
ひ

め
中
央
農
協
に
吸
収
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
、
つ
い
に
ミ
カ
ン
箱
か
ら
中
島
ブ
ラ

ン
ド
が
消
え
た
。
一
九
六
五
年
中
島
ブ
ラ
ン
ド
が
成
立
し
て
か
ら
四
十
年
足
ら
ず
で

中
島
ミ
カ
ン
は
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
戦
後
史
の
一
サ
イ
ク
ル
が
終
わ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
で
は
ミ
カ
ン
に
い
ろ
い
ろ
な
柑
橘
類
の
交
配
を
か
け
て
、
品
種
更

新
を
大
規
模
に
進
め
て
い
る
。
清
見
、
は
る
み
、
せ
と
か
、
不
知
火
な
ど
多
様
な
品

種
を
生
み
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
品
種
は
必
ず
し
も
土
壌
と
適
合
せ
ず
、
ミ
カ

ン
の
衰
退
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

　

現
在
、
山
本
家
で
は
二
〇
一
〇
年
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ミ
カ
ン
経
営
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
・
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ミ
カ
ン
畑
を
廃
園
に
す
る
と
い

う
。
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
島
一
、
二
を
あ
ら
そ
う
ミ
カ
ン
農
家
が
、
二
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
削
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
良
幸
氏
の
怒
り
は
大
き
い
。
ミ
カ
ン
大
経
営
が

成
り
立
た
な
い
現
状
と
農
政
へ
の
怒
り
で
あ
る
。

　

農
家
が
こ
れ
ま
で
営
々
と
開
墾
し
、
新
技
術
を
開
発
・
応
用
し
て
努
力
し
て
も
、

政
策
が
オ
レ
ン
ジ
自
由
化
、
果
汁
自
由
化
、
さ
ら
に
現
在
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
を
中
心
と
し
た
国
際
圧
力
に
屈
し
て
、
日
本
の
農
業
・
農
民
を
守
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
経
営
規
模
・
生
産
費
で
劣
位
に
あ
る
日
本
農
産
物
が
、
国
際
価
格
競

争
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
も
ま
た
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
秋
私
は
話
を
聞
い
た
あ
と
に
、
山
本
ミ
カ
ン
園
を
ク
ル
マ
で
案
内
し

て
も
ら
っ
た
。
廃
園
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
広
が
り
、
今
は
使
わ
れ
な
い
山
の
傾
斜
地

に
敷
か
れ
た
モ
ノ
ラ
ッ
ク
が
錆
び
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
園
の
崩
壊
を

肌
で
感
じ
た
。

　

い
ま
ミ
カ
ン
経
営
農
家
は
危
機
に
あ
る
。
し
か
し
、
良
幸
は
中
島
ミ
カ
ン
ブ
ラ
ン

る
。
こ
の
子
供
た
ち
に
生
き
が
い
の
あ
る
農
業
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
こ
の

問
題
を
解
決
し
て
お
く
こ
と
が
、
私
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い

）
₅₆
（る

。

　

こ
の
た
め
に
良
幸
は
一
日
八
時
間
労
働
と
ゆ
と
り
あ
る
農
村
生
活
を
掲
げ
て
、
新

た
な
農
業
経
営
に
挑
戦
し
た
。
青
年
団
運
動
で
学
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
を
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
実
践
す
る
良
幸
、
伝
統
芸
能
「
水
軍
太
鼓
」
の
練
習
に
精
を
出
す
良
幸
の

妻
、
そ
し
て
年
一
週
間
の
旅
行
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゆ
と
り
と
当
た

り
前
の
生
活
が
、
中
島
ミ
カ
ン
の
農
家
で
実
現
で
き
る
こ
と
を
山
本
一
家
は
証
明
し

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
島
ミ
カ
ン
の
黄
金
時
代
は
長
く
続
か
な
い
。

　

そ
の
転
機
は
一
九
九
一
年
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
で
山
本
父
子
の
聞
き

取
り
が
行
わ
れ
た
年
の
秋
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
愛
媛
ミ
カ
ン
甚
大
な
被
害
で
あ

る
。
猛
烈
な
風
台
風
で
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
た
波
し
ぶ
き
が
、
そ
の
ま
ま
風
に
乗
っ

て
山
の
上
ま
で
か
か
っ
た
。
こ
の
海
水
を
か
ぶ
っ
た
ミ
カ
ン
の
木
は
ひ
ど
い
塩
害
に

よ
っ
て
次
々
に
枯
れ
た
。
中
島
の
全
果
樹
園
の
九
五
・
五
％
が
被
害
を
受
け
、
こ
の

年
の
ミ
カ
ン
の
売
り
上
げ
は
前
年
の
三
分
二
と
な
っ
た
。
中
島
ミ
カ
ン
史
上
最
悪
の

被
害
と
言
わ
れ
被
害
総
額
は
七
三
億
八
一
〇
〇
万
円
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
政
府

の
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
二
二
億
円
の
災
害
資
金
が
融
資
さ
れ
た
が
、
元
に
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
転
機
に
ミ
カ
ン
園
の
整
理
が
一
層
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
ミ
カ
ン
農
家
を
や
め
た
高
齢
者
経
営
主
も
多
い
。

　

中
島
町
の
農
家
戸
数
は
一
九
六
五
年
の
一
九
〇
一
戸
か
ら
一
九
九
一
年
に
一
四
二

四
戸
へ
と
四
七
七
戸
、
二
五
％
減
少
し
て
、
逆
に
農
家
の
専
業
率
は
こ
の
間
四
三
％

か
ら
五
三
％
に
増
加
し
て
い

）
₅₇
（る
。
こ
の
こ
と
は
中
島
町
全
体
（
忽
那
諸
島
）
で
は
、

産
業
と
し
て
の
農
業
の
衰
退
と
と
も
に
、
主
業
の
ミ
カ
ン
以
外
の
兼
業
、
副
業
も
衰

退
・
消
滅
し
て
行
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
島
経
済
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
で
あ

る
。
ミ
カ
ン
の
急
速
な
発
展
の
結
果
、
他
の
農
産
物
、
商
工
業
の
衰
退
を
招
き
、
専

業
が
危
機
に
陥
っ
た
時
の
抵
抗
力
が
著
し
く
弱
体
化
し
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
追
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の
経
済
社
会
と
文
化
が
根
付
い
て
い
た
。
そ
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
が
温
州
ミ
カ
ン

で
あ
っ
た
。

　

忽
那
諸
島
で
は
明
治
の
近
代
化
の
な
か
で
新
た
な
市
場
経
済
に
対
応
し
た
商
品
作

物
と
し
て
温
州
ミ
カ
ン
を
導
入
し
た
の
は
明
治
中
期
で
あ
る
。
導
入
の
背
景
に
は
島

の
風
土
と
土
壌
と
い
う
基
礎
的
条
件
と
同
時
に
島
独
自
の
文
化
が
あ
っ
た
。
島
民
の

「
海
を
媒
介
と
し
た
地
域
社
会
」
の
も
つ
開
放
性
、
進
取
性
が
ミ
カ
ン
を
先
駆
的
に

導
入
し
え
た
条
件
で
あ
っ
た
。
島
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
先
進
地
で
あ
っ
た
。
伊
予
絣

の
行
商
と
和
牛
商
人
な
ど
島
外
部
と
の
交
流
を
持
つ
島
民
が
、
和
歌
山
、
広
島
か
ら

温
州
ミ
カ
ン
を
海
を
通
し
て
積
極
的
に
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
忽
那
諸
島
に
ミ
カ
ン
作
が
発
展
し
た
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
時
か
ら
で

あ
る
。
大
戦
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
急
激
な
経
済
成
長

は
農
村
か
ら
都
市
に
労
働
力
を
収
集
さ
せ
、
大
衆
社
会
状
況
を
早
熟
的
に
生
み
出
し

た
。
ミ
カ
ン
は
阪
神
市
場
な
ど
都
市
部
の
需
要
に
よ
っ
て
島
外
部
に
あ
ら
た
な
市
場

を
発
見
す
る
。
こ
の
販
路
も
江
戸
時
代
以
来
の
瀬
戸
内
海
航
路
の
い
わ
ゆ
る
沖
乗
り

航
路
が
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ミ
カ
ン
作
を
発
展
さ
せ
た
の
は
昭
和

恐
慌
で
あ
っ
た
。「
米
と
繭
の
経
済
構
造
」
が
解
体
し
、
農
村
危
機
を
脱
出
す
る
た

め
繭
に
代
わ
る
新
た
な
商
品
作
物
と
し
て
ミ
カ
ン
が
そ
の
代
替
作
物
と
な
っ
た
。
実

際
愛
媛
県
で
は
一
九
三
〇
年
代
に
ミ
カ
ン
作
が
全
県
的
に
普
及
し
和
歌
山
を
静
岡
と

と
も
に
猛
追
す
る
の
で
あ
る
。
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
は
、
植
民
地
朝
鮮
や
満
洲
、
さ

ら
に
は
青
島
な
ど
華
北
へ
の
ミ
カ
ン
移
出
、
輸
出
が
躍
進
す
る
。
恐
慌
後
農
村
は
一

路
衰
退
し
た
の
で
は
な
い
。
戦
時
経
済
の
発
展
と
植
民
帝
国
の
一
環
と
し
て
一
九
四

〇
年
ご
ろ
ま
で
は
、
新
た
な
商
品
作
物
の
模
索
の
時
代
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

も
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
ミ
カ
ン
は
不
要
不
急
作
物
と
し
て
抑
制
さ
れ
る
。

　

し
か
し
戦
後
も
一
九
五
〇
年
代
に
ミ
カ
ン
は
復
興
す
る
。
戦
前
・
戦
時
に
形
成
さ

れ
た
ミ
カ
ン
生
産
と
流
通
構
造
を
前
提
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
愛
媛
ミ
カ
ン
は
静
岡

を
追
い
抜
き
全
国
一
と
な
り
、
と
り
わ
け
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
は
「
中
島
ミ
カ
ン
」

ブ
ラ
ン
ド
し
て
、
愛
媛
県
の
ミ
カ
ン
先
進
地
宇
和
島
を
凌
駕
す
る
ま
で
に
躍
進
す

ド
復
興
に
か
け
る
思
い
も
強
い
。
ま
だ
中
島
ミ
カ
ン
の
再
興
を
あ
き
ら
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
「
柑
橘
農
業
で
生
き
残
れ
る
道
を
新
し
い
角
度
か
ら
開
拓
し
よ
う
」「
私
た
ち
で
や

っ
て
い
け
る
生
産
の
仕
組
み
を
今
か
ら
考
え
、
品
種
更
新
に
よ
る
労
力
配
分
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
足
り
な
い
労
働
力
を
、
も
し
海
外
か
ら
輸
入
で
き
る
時
代

を
迎
え
れ
ば
、
さ
ら
に
経
営
規
模
を
四
〜
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
て
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
中
島
農
業
を
築
き
上
げ
て
み
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
）
₅₈
（る

。

　

一
時
衰
退
し
た
リ
ン
ゴ
が
フ
ジ
の
品
種
更
新
に
よ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の

リ
ン
ゴ
市
場
を
席
巻
し
た
よ
う
に
、
今
後
日
本
か
ら
生
ま
れ
日
本
の
適
地
適
産
と
し

て
育
っ
た
温
州
ミ
カ
ン
が
、
こ
の
ま
ま
一
路
衰
退
す
る
こ
と
は
な
い
と
信
じ
て
い

る
。
実
際
に
新
た
な
品
種
と
し
て
甘
平
、
紅
ま
ど
ん
な
な
ど
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

以
上
、
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
の
歴
史
か
ら
我
々
は
何
を
学
べ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
と
め
に
当
た
っ
て
瀬
戸
内
海
ミ
カ
ン
の
盛
衰
史
か
ら
私
の
感
じ
た
こ
と
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
経
営
の
危
機
は
、
決
し
て
離
島
ゆ
え
の
少
子
高
齢
化
が
原
因

で
は
な
い
。
現
在
の
地
方
の
疲
弊
と
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
現
状
の
集
中
的
表
現

が
、
忽
那
諸
島
の
現
状
に
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
日
本
の
構
造
的
危
機
で

も
あ
る
。

　

忽
那
諸
島
は
中
世
・
近
世
を
通
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
沖
乗
り
航
路
に
位
置
し
て
お

り
水
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
た
。
忽
那
一
族
が
「
海
の
領
主
」
と
し
て
君
臨

し
た
中
世
以
来
、
島
々
に
独
自
の
経
済
社
会
に
も
と
づ
く
文
化
を
作
り
上
げ
て
い

た
。
近
代
に
お
い
て
も
そ
れ
は
睦
月
島
・
野
忽
那
島
の
縞
木
綿
と
行
商
、
中
島
の
和

牛
仔
牛
と
シ
ョ
ウ
ガ
・
除
虫
菊
に
代
表
さ
れ
る
畜
産
と
畑
作
の
結
び
つ
い
た
経
済
構

造
、
二
神
島
の
由
利
島
漁
業
権
を
基
礎
と
し
た
漁
業
構
造
、
津
和
地
島
・
怒
和
島
の

沖
乗
り
航
路
の
潮
待
ち
・
風
待
ち
の
港
町
と
津
和
地
島
の
漁
業
と
タ
マ
ネ
ギ
、
怒
和

島
の
漁
業
と
ス
イ
カ
な
ど
、
船
乗
り
商
人
と
島
独
自
の
漁
業
と
畑
作
の
結
び
つ
い
た

経
済
構
造
な
ど
、
江
戸
時
代
を
経
過
し
て
明
治
中
期
に
は
忽
那
諸
島
に
は
島
々
独
自
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忽那諸島の蜜柑史

歴
史
か
ら
、
島
々
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
地
域
的
個
性
を
持
ち
、
多
様
な
経
済
社
会
と

文
化
を
有
し
て
い
た
近
世
か
ら
明
治
中
期
に
い
た
る
個
性
豊
か
な
島
々
に
立
ち
戻
る

こ
と
で
あ
る
。
一
色
の
同
質
社
会
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
島
が
固
有
の
生
業
と
文
化
を

取
り
戻
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
中
期
に
市
場
経
済
に
対
応
し
て
、
忽
那

諸
島
は
、
漁
業
、
畑
作
（
シ
ョ
ウ
ガ
、
除
虫
菊
、
ス
イ
カ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
甘
藷
な
ど
）、

水
田
、
縞
木
綿
、
行
商
、
海
運
業
、
造
船
業
な
ど
多
様
な
経
済
構
造
を
有
し
て
い

た
。
島
固
有
の
条
件
を
生
か
し
た
生
活
基
盤
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
し
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
現
在
を
単
に
明
治
や
江
戸
時
代
に
戻
す
こ
と
は
反
動
的
ロ
マ
ン
主
義
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
単
純
な
過
去
回
帰
で
は
な
く
今
後
は
、
現
代
の
商
品
作
物
ミ
カ
ン
も
活
か

し
な
が
ら
地
域
的
個
性
を
フ
ル
に
発
揮
し
た
新
た
な
独
自
の
地
域
経
済
社
会
を
新
た

に
作
り
直
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
昔
の
よ
う
に
島
々
が
孤
立
す
る
の
で
は
な

く
、
連
携
し
共
生
す
る
道
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　

忽
那
諸
島
の
蜜
柑
史
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、「
海
を
媒
介
し
た
離
島
社
会
」
は

「
土
地
を
媒
介
と
し
た
農
山
村
社
会
」
と
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
海
は
情
報
と

モ
ノ
と
ヒ
ト
の
流
入
を
加
速
す
る
。
進
取
の
気
風
は
海
か
ら
生
ま
れ
る
。
温
州
ミ
カ

ン
の
苗
木
も
情
報
も
、
人
も
金
も
海
を
渡
る
。
そ
れ
は
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
へ
の

広
が
り
を
も
つ
。
も
と
も
と
忽
那
諸
島
は
ハ
ワ
イ
移
民
の
多
い
山
口
県
周
防
大
島
に

近
い
。
周
防
大
島
に
接
す
る
沖
家
室
島
は
、
由
利
島
の
漁
業
権
を
め
ぐ
っ
て
二
神
島

と
争
っ
た
島
で
も
あ
る
。
こ
の
周
防
大
島
は
ミ
カ
ン
の
島
で
も
あ
っ
た
。
ミ
カ
ン
は

和
歌
山
、
愛
媛
の
み
な
ら
ず
、
広
島
沿
岸
の
離
島
か
ら
も
瀬
戸
内
海
を
渡
っ
て
忽
那

諸
島
に
入
っ
て
き
た
。

　

和
歌
山
も
広
島
も
海
外
移
民
数
が
多
い
県
で
あ
る
。
戦
前
移
民
者
数
は
県
別
で
は

広
島
が
第
一
位
、
二
位
沖
縄
、
三
位
熊
本
、
四
位
福
岡
、
五
位
山
口
、
六
位
和
歌
山

で
あ

）
₅₉
（る

。
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
ミ
カ
ン
県
は
移
民
県
で
も
あ
っ
た
。
愛
媛
は
一
七
位

と
全
県
で
は
低
い
が
宇
和
島
郡
は
移
民
が
活
発
で
あ
る
。
宇
和
島
ミ
カ
ン
で
有
名
な

八
幡
浜
市
穴
井
は
「
ア
メ
リ
カ
の
風
が
吹
い
た
村
」
と
し
て
有
名
な
ア
メ
リ
カ
村
で

あ
）
₆₀
（る
。
ミ
カ
ン
と
移
民
、
一
見
無
関
係
に
思
え
る
こ
と
が
海
を
視
点
と
す
る
こ
と
で

る
。
こ
の
背
景
に
は
阪
神
市
場
か
ら
京
浜
市
場
に
進
出
す
る
高
度
経
済
成
長
の
都
市

労
働
者
の
需
要
で
あ
っ
た
。
大
衆
社
会
が
日
本
で
定
着
し
た
一
九
六
〇
年
代
に
、
愛

媛
中
島
ミ
カ
ン
は
そ
の
絶
頂
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
植
民
地
な

ど
の
外
需
を
失
う
が
旺
盛
な
内
需
へ
の
転
換
、
国
内
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
高

度
成
長
が
あ
る
。
船
か
ら
鉄
道
輸
送
へ
の
転
換
、
木
箱
か
ら
段
ボ
ー
ル
へ
の
転
換
、

阪
神
市
場
か
ら
京
浜
市
場
へ
の
転
換
と
大
都
市
の
大
衆
需
要
に
中
島
ミ
カ
ン
が
適
応

し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
て
中
島
ミ
カ
ン
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
一
九
三
〇
年

代
、
高
度
成
長
の
三
段
跳
び
で
、
忽
那
諸
島
を
席
巻
し
「
ミ
カ
ン
の
島
」
に
塗
り
替

え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
忽
那
諸
島
で
は
一
九
七
〇
年
段
階
で
年
収
一
三
〇
〇

万
円
に
達
す
る
ミ
カ
ン
農
家
生
み
出
し
、
豊
か
な
離
島
社
会
を
実
現
し
た
。
不
便
で

貧
し
い
と
言
わ
れ
た
離
島
を
、
豊
か
な
黄
金
の
島
に
ミ
カ
ン
は
変
え
た
の
で
あ
る
。

市
場
経
済
と
現
代
資
本
主
義
の
勝
利
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
が
終
わ
る
と
ミ
カ
ン
経
営
は
国
際
的
に
は
オ
レ
ン
ジ
自
由
化

な
ど
の
外
圧
、
国
内
的
に
は
く
だ
も
の
消
費
の
多
様
化
に
よ
り
ミ
カ
ン
需
要
は
減
少

し
、
忽
那
諸
島
の
ミ
カ
ン
経
営
は
急
激
に
衰
退
す
る
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
ミ
カ
ン
経
済
の
構
造
を
比
喩
的
に
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
と
規
定

し
た
。
そ
の
意
味
は
高
度
成
長
で
確
立
し
、
そ
の
後
崩
壊
す
る
論
理
を
、
ミ
カ
ン
専

業
経
済
と
し
て
島
々
の
経
済
構
造
を
一
色
に
同
質
化
し
た
意
味
を
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ

ー
と
読
み
替
え
た
か
ら
で
あ
る
。
確
立
の
論
理
は
崩
壊
の
論
理
を
含
む
の
で
あ
る
。

島
の
経
済
が
単
一
商
品
作
物
に
一
元
化
す
る
こ
と
は
、
植
民
地
宗
主
国
に
と
っ
て
、

こ
こ
で
は
本
国
経
済
の
中
枢
と
し
て
日
本
大
都
市
に
と
っ
て
、
安
い
商
品
を
大
量
に

消
費
す
る
た
め
に
は
き
わ
め
て
効
率
的
で
あ
る
。
し
か
し
い
っ
た
ん
宗
主
国
、
本
国

経
済
中
枢
に
と
っ
て
不
要
と
な
る
と
、
そ
の
経
済
構
造
は
脆
弱
で
、
植
民
地
経
済
の

よ
う
に
、
島
の
経
済
は
一
気
に
崩
壊
す
る
危
う
さ
を
有
す
る
。
高
度
成
長
で
確
立
し

た
忽
那
諸
島
の
経
済
構
造
は
そ
の
よ
う
な
も
ろ
さ
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
「
ポ
ス
ト
高
度
成
長
」
の
離
島
社
会
の
危
機
打
開
の
展
望
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
私
は
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
忽
那
諸
島
の
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ま
た
第
二
に
「
伝
統
文
化
の
再
発
見
」
と
し
て
「
鎮
守
の
森
」
構
想
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
お
祭
り
、
市
（
経
済
）、
寺
子
屋
（
教
育
）
の
地
域
拠
点
の
復
権
で
あ
る
。
第

三
に
「
社
会
保
障
」
と
し
て
高
齢
者
、
子
供
支
援
組
織
の
地
域
形
成
で
あ
り
、
最
後

に
「
都
市
と
農
村
と
の
持
続
可
能
な
相
互
依
存
」
を
提
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た

な
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
は
、
市
場
経
済
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
と
は
か
な
り
違

っ
た
道
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
土
地
を
媒
介
と
し
た
農
山
村
社
会
」
の
再
生
か

ら
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、「
海
を
媒
介
と
し
た
離
島
社
会
」
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
開
放
的
で
進
取
の
気
風
に
富
ん
だ
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
私
た
ち
の
生
き
る
地
域
社
会
は
未
来
へ
の
新
た
な
分
岐
点
に
き
て
い
る

の
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

忽
那
諸
島
、
中
島
町
へ
の
近
現
代
に
お
け
る
ミ
カ
ン
導
入
か
ら
、
発
展
、
衰
退
の

全
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

最
初
に
提
起
し
た
三
つ
の
課
題
、
①
中
島
ミ
カ
ン
の
導
入
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な

さ
れ
た
の
か
、
②
忽
那
諸
島
の
中
島
ミ
カ
ン
発
展
と
海
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
③
ミ
カ
ン
は
忽
那
諸
島
、
中
島
町
の
経
済
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変

え
た
の
か
、
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。

　

第
一
の
中
島
ミ
カ
ン
導
入
は
和
歌
山
有
田
の
温
州
ミ
カ
ン
の
伝
来
、
広
島
か
ら
の

伝
来
、
そ
し
て
伊
予
郡
砥
部
に
伝
来
し
た
も
の
な
ど
、
三
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
導
入
年
度
も
江
戸
時
代
後
期
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五

年
）、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
と
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。
現
在
の
中
島
温
州

ミ
カ
ン
の
導
入
の
通
説
は
、
大
浦
の
森
田
六
太
郎
に
よ
る
も
の
で
移
植
年
に
違
い
が

あ
る
が
、
和
歌
山
県
有
田
か
ら
の
苗
木
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

第
二
の
忽
那
諸
島
と
ミ
カ
ン
と
海
の
関
係
は
中
世
、
近
世
以
来
の
水
軍
と
水
運
を

前
提
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
な
る
、
と
り
わ
け
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

頭
、
す
な
わ
ち
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
ミ
カ
ン
の
飛
躍
的
発
展
の
時
期
に

繫
が
る
。
新
天
地
を
求
め
て
海
を
渡
る
。
進
取
の
気
風
は
改
革
・
開
拓
の
気
風
に
連

続
す
る
。

　

も
う
一
つ
、
忽
那
諸
島
の
歴
史
を
顧
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
。
と
く
に
ミ
カ
ン
経
営
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
述
べ
た
山
本
一
郎
の
経

験
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。
昭
和
恐
慌
で
父
が
失
業
し
た
た
め
当
時
子
供
で
あ
っ
た

一
郎
は
、
母
と
と
も
に
故
郷
で
あ
る
中
島
に
戻
る
。
学
校
を
卒
業
後
い
っ
た
ん
広
島

に
出
て
大
工
と
し
て
成
功
し
た
あ
と
、
一
九
五
三
年
に
田
園
に
回
帰
し
、
み
か
ん
農

園
を
始
め
、
一
九
六
六
年
に
は
島
一
番
の
ミ
カ
ン
農
家
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
一
九

五
〇
年
代
の
新
た
な
商
品
作
物
と
し
て
の
温
州
ミ
カ
ン
発
展
の
可
能
性
に
か
け
、
都

市
か
ら
帰
農
し
、
大
工
と
い
う
他
の
職
業
か
ら
農
業
に
転
身
し
て
、
新
た
な
農
業
人

生
を
切
り
拓
い
た
男
の
挑
戦
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
、
伝
統
的
な
島
社
会
が
高

度
成
長
と
と
も
に
ミ
カ
ン
を
中
心
と
し
た
新
た
な
農
村
社
会
に
変
貌
し
て
い
く
転
換

点
に
位
置
し
て
い
た
。
都
市
や
他
産
業
か
ら
の
農
民
転
身
、
様
々
な
作
物
栽
培
へ
の

挑
戦
を
経
て
ミ
カ
ン
経
営
を
選
択
し
て
い
っ
た
家
族
戦
略
が
あ
っ
た
。
現
在
の
地
方

創
生
の
中
で
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
、
こ
の
よ
う
な
都
市
と
農
村
の
人
的
交
流
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
営
戦
略
の
選
択
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

山
本
家
の
歴
史
が
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
。
現
在
は
戦
争
の
惨
禍
か
ら
復
興
し
た
一

九
五
〇
年
代
の
可
能
性
に
学
ぶ
時
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
単
純
に
高
度
成
長
の

繰
り
返
し
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
で
は
な
く
マ
ル
チ
カ
ル
チ

ャ
ー
化
へ
と
新
た
な
飛
躍
が
必
要
で
あ
る
。
時
代
は
大
き
く
転
換
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
離
島
社
会
を
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
て
現
代
を

「
希
望
あ
る
移
行
期
」
と
す
る
に
は
経
済
構
造
の
変
革
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の

構
造
改
革
と
し
て
「
田
園
回
帰
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
田
園
回
帰
」
と

は
二
一
世
紀
農
山
村
の
再
生
の
た
め
に
近
年
一
つ
の
流
れ
と
な
っ
て
き
た
「
都
市
住

民
の
農
山
漁
村
へ
の
定
住
願
望
」
を
評
価
し
、
地
方
再
生
を
め
ざ
す
考
え
で
あ

）
₆₁
（る
。

こ
の
な
か
で
広
井
良
典
氏
は
第
一
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
済
」
の
視
点
と
し

て
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
も
含
め
た
「
経
済
の
地
域
内
循
環
」
を
訴
え
る
。
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忽那諸島の蜜柑史

け
、
歴
史
を
動
か
す
主
体
と
し
て
、
生
産
力
の
担
い
手
で
あ
る
民
衆
（
生
産
、
流

通
、
消
費
を
含
む
す
べ
て
の
人
々
）
が
歴
史
の
推
進
主
体
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
構
造
と
主
体
の
関
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歴
史

像
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。

　

本
テ
ー
マ
で
あ
る
瀬
戸
内
海
中
島
ミ
カ
ン
史
が
こ
の
よ
う
な
歴
史
学
の
方
法
を
前

提
に
、
一
人
ひ
と
り
の
民
衆
の
奮
闘
の
歴
史
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（1
）　

山
口
徹
編
『
瀬
戸
内
諸
島
と
海
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
二
一

八
、
二
四
六
頁

（
2
）　
『
愛
媛
県
忽
那
諸
島
経
済
調
査
報
告
』（
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
、
忽
那

諸
島
経
済
調
査
委
員
会
刊
行
、
一
九
七
〇
年
）、
五
一
頁

（
3
）　

同
上
書
、
五
四
頁
、「
図
15
中
島
町
の
旧
町
村
別
人
口
指
数
の
推
移
」
に
よ
る
。

（
4
）　
『
昭
和
を
生
き
抜
い
た
人
々
が
語
る
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
（
平
成
三
年

度
地
域
文
化
実
態
調
査
報
告
書
）』
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
編
、
愛
媛
県
刊

行
、
一
九
九
二
年
）
二
五
九
頁

（
5
）　

同
上
書
、
二
六
四︲

五
頁

（
6
）　

前
掲
『
愛
媛
県
忽
那
諸
島
経
済
調
査
報
告
』
九
五
頁

（
7
）　

前
掲
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
二
七
三
頁

（
8
）　
『
中
島
町
誌
』（
中
島
町
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
八
年
）、
五
七
二
頁

（
9
）　

戦
前
の
ミ
カ
ン
収
入
は
『
新
編
温
泉
郡
史
』（
椿
南
松
田
卯
太
郎
編
、
一
九
一

六
年
）
の
東
中
島
村
と
西
中
島
村
の
統
計
、
四
三
六
頁
と
四
五
六
頁
よ
り
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

前
掲
『
愛
媛
県
忽
那
諸
島
経
済
調
査
報
告
』
七
三
頁
「
表
33
中
島
港
の
取
扱
貨

物
（
移
出
）
昭
和
四
十
二
年
」
に
よ
る
。

（
11
）　

前
掲
『
中
島
町
誌
』（
中
島
町
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
八
年
）
五
七
四
頁
、

二
三
六
表
に
よ
る
。

（
12
）　

前
掲
『
新
編
温
泉
郡
史
』
四
五
六
頁

（
13
）　
『
神
和
三
島
誌
』（
神
和
か
た
り
べ
の
会
、
一
九
八
九
年
）
一
六
四
頁

（
14
）　

前
掲
『
中
島
町
誌
』
六
一
三
頁

（
15
）　

前
掲
『
新
編
温
泉
郡
史
』
四
七
〇︲

四
七
一
頁
の
図
表
よ
り
算
出
し
た
。

忽
那
諸
島
か
ら
ミ
カ
ン
船
で
阪
神
市
場
に
ミ
カ
ン
が
売
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
は
朝
鮮
、
満
洲
市
場
へ
と
海
を
通
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
瀬
戸
内
海
の
水
運
を

考
え
な
け
れ
ば
中
島
ミ
カ
ン
、
島
ミ
カ
ン
の
今
日
の
隆
盛
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

第
三
の
ミ
カ
ン
と
忽
那
諸
島
の
経
済
構
造
の
変
化
で
あ
る
が
、
戦
後
高
度
成
長
に

よ
る
阪
神
、
京
浜
市
場
向
け
の
大
衆
消
費
は
中
島
ミ
カ
ン
の
爆
発
的
発
展
を
も
た
ら

し
た
。
こ
の
結
果
島
の
経
済
構
造
は
完
全
に
ミ
カ
ン
専
業
化
、
ミ
カ
ン
栽
培
に
一
元

化
し
た
。
こ
れ
を
ミ
カ
ン
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
表
現
し
た
が
中
島
町
の
経
済
構
造
の

変
化
は
愛
媛
県
で
も
っ
と
も
典
型
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
三
つ
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
私
は
四
つ
の
次
元
か
ら
ミ

カ
ン
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
第
一
は
県
の
次
元
で
あ
る
。
愛
媛
県
青
果
連
の
動
き

が
そ
れ
を
代
表
す
る
。
第
二
は
郡
の
次
元
の
ミ
カ
ン
史
で
あ
る
。
こ
れ
は
伊
予
青
果

連
と
中
島
青
果
連
と
の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
。
第
三
は
町
村
の
次
元
で
あ
る
。
東
中

島
村
か
ら
中
島
町
に
至
る
各
島
々
の
ミ
カ
ン
史
で
あ
り
、
中
島
町
、
神
和
村
、
睦
野

村
、
二
神
の
各
農
協
の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
。
第
四
は
個
人
史
の
次
元
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
中
島
町
大
浦
の
ミ
カ
ン
農
家
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
取
り
上
げ
た
。

今
回
は
十
分
取
り
上
げ
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
国
家
レ
ベ
ル
、
国
際
レ
ベ
ル
の
果

樹
政
策
、
国
際
関
係
の
な
か
で
ミ
カ
ン
史
の
動
き
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

歴
史
学
の
最
終
課
題
は
時
代
の
歴
史
像
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
国

際
関
係
、
政
府
、
県
、
郡
、
町
村
、
個
人
と
、
次
第
に
分
析
対
象
を
下
降
し
て
、
最

後
に
は
個
人
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
。
個
人
を
対
象
と
す
る

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
意
義
も
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
の

個
人
が
、
歴
史
的
構
造
的
諸
関
係
の
な
か
で
、
上
と
横
の
様
々
な
社
会
的
結
合
関
係

を
通
し
て
個
人
の
思
想
（
思
考
）
と
行
動
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
歴
史
の
大
き
な
動

き
の
中
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
、
個
人
が
生
活
向
上
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
。
こ
の
よ

う
に
人
々
の
歴
史
を
過
去
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
構
造
と
下
か
ら
歴
史
を
作
り
上
げ
て

い
く
主
体
と
の
関
係
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
歴
史
学
の
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
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の
三
者
の
関
係
の
県
ご
と
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
。
同
業
組
合
（
生
産
者
）
の
強

い
愛
媛
、
広
島
、
岡
山
、
和
歌
山
、
農
会
の
強
か
っ
た
山
口
、
商
人
の
強
か
っ
た
香

川
県
が
戦
後
の
県
青
果
出
荷
組
織
の
性
格
を
規
定
し
た
と
い
う
（
前
掲
『
愛
媛
県
果

樹
園
芸
史
』
四
二
四
頁
）。

（
45
）　

前
掲
『
中
島
町
誌
』
五
六
三
頁

（
46
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
五
一
九
頁

（
47
）　

前
掲
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
三
二
一︲

四
頁

（
48
）　
『
㊥
合
併
30
年
の
歩
み
』（
中
島
青
果
農
業
協
同
組
合
、
一
九
九
六
年
）、
四
八

頁
（
49
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
四
〇
頁

（
50
）　

前
掲
、
窪
田
重
治
『
愛
媛
の
果
樹
産
地
の
形
成
と
そ
の
変
容
』
八
六
頁

（
51
）　
『
昭
和
を
生
き
抜
い
た
人
々
が
語
る
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
（
平
成
三
年

度
地
域
文
化
実
態
調
査
報
告
書
）』（
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
編
、
愛
媛
県
刊

行
、
一
九
九
二
年
一
五
六
頁

（
52
）　

同
上
書
、
一
五
七
頁

（
53
）　

同
上
書
、
一
五
六
頁

（
54
）　

前
掲
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
一
五
九
頁

（
55
）　

同
上
書
、
一
六
〇
頁

（
56
）　

前
掲
『
島
々
の
生
活
文
化
』
一
六
三
頁

（
57
）　

統
計
数
字
は
『
愛
媛
県
中
島
町
町
勢
要
覧
（
資
料
編
）』
二
〇
〇
一
年
に
よ
る
。

（
58
）　

前
掲
『
瀬
戸
内
の
島
々
の
生
活
文
化
』
一
六
五
頁

（
59
）　

県
別
戦
前
移
民
者
数
（
一
八
九
〇
九
〜
一
九
四
一
年
）」『
ア
メ
リ
カ
大
陸
日
系

人
百
科
事
典
』
明
石
書
店
、
一
〇
六
頁
。
典
拠
は
国
際
協
力
事
業
団
『
海
外
移
住
統

計
』（
昭
和
二
七
年
〜
平
成
五
年
）
に
よ
る
。

（
60
）　

村
川
庸
子
『
ア
メ
リ
カ
の
風
が
吹
い
た
村
』
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
、
一
九
八

七
年

（
61
）　

保
母
武
彦
『
日
本
の
農
山
村
を
ど
う
再
生
す
る
か
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇

一
三
年
）、
小
田
切
徳
美
『
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
四

年
）、
小
田
切
徳
美
・
広
井
良
典
・
大
江
正
章
・
藤
山
浩
『
田
園
回
帰
が
ひ
ら
く
未

来
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
九
五
〇
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
）

（
16
）　
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』（
桐
野
忠
兵
衛
編
、
愛
媛
県
青
果
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
一
九
六
八
年
）
三
六
頁
。
そ
の
根
拠
は
『
伊
予
の
く
だ
も
の
』（
伊
予
果
物
同

業
組
合
一
九
三
二
年
）
に
よ
る
。

（
17
）　

前
掲
『
中
島
町
誌
』

（
18
）　

同
上
書
、
三
六
頁

（
19
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
三
三
頁

（
20
）　
『
愛
媛
の
果
樹
』（
愛
媛
県
農
会
、
一
九
一
〇
年
）
九︲

一
三
頁

（
21
）　
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
編
纂
座
談
会
』
中
予
編
、
伊
予
郡
砥
部
町
大
内
清
一

談
、
八
頁

（
22
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
二
六
頁

（
23
）　

同
上
書
、
五
五
三
頁

（
24
）　

同
上
書
、
五
六
〇
頁

（
25
）　
『
明
治
四
十
四
年
十
一
月
温
泉
郡
東
中
島
村
郷
土
誌
』（
温
泉
郡
東
中
島
村
役

場
）
一
九
頁
よ
り
算
出
。

（
26
）　

前
掲
『
神
和
三
島
誌
』、
二
三
四
頁

（
27
）　

同
上
書
、
八
八
頁

（
28
）　

前
掲
『
愛
媛
の
果
樹
産
地
の
形
成
と
そ
の
変
容
』
九
一
頁

（
29
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
一
〇
〇
頁

（
30
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
七
五
頁

（
31
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
八
二
頁

（
32
）　

同
上
書
、
一
八
九
頁

（
33
）　

同
上
書
、
一
六
八
頁

（
34
）　

前
掲
『
愛
媛
の
果
樹
産
地
の
形
成
と
そ
の
変
容
』
九
六
頁

（
35
）　

前
掲
『
神
和
三
島
誌
』、
二
三
七
頁

（
36
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
五
一
一
頁

（
37
）　

前
掲
『
愛
媛
の
果
樹
産
地
の
形
成
と
そ
の
変
容
』
九
六
頁

（
38
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
編
纂
座
談
会
記
録
』、
桜
木
寛
一
郎
（
県
農
会
技

師
）
談
、
一
五
頁

（
39
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
一
七
八
頁

（
40
）　

前
掲
『
中
島
町
誌
』
五
六
二
頁

（
41
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
三
〇
〇︲

一
頁

（
42
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
編
纂
座
談
会
記
録
』、
菅
野
寿
章
（
県
青
果
連
常

任
顧
問
）、
一
八︲

一
九
頁

（
43
）　

前
掲
『
愛
媛
県
果
樹
園
芸
史
』
二
九
七︲

八
頁

（
44
）　

戦
後
出
荷
活
動
に
お
い
て
生
産
者
、
商
人
、
農
会
の
主
導
権
の
あ
り
方
は
戦
前


